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発刊のあいさつ

八日市商工会議所till立20周年の記念1t菜の 環として記念誌を発刊するにあたりご挨拶申しあ
げる機会を得ましたこと誠に光栄に存じます。

源みますとき、古米より八日市は、市場町として琵琶湖の束、湖束平野の中央に位骰し、この

地域における物沢の躯散地として、また産業文化の中心地として孤立的、閉鎖的ながら独自の経

済社会を形成してまいりました。

戦後特にこの20年は、まさに激動の時代であり、この八日市地域も例外ではあり得ず、平穏な

古き良き時代は激流の彼方におし流されました。

特にモータリーゼーションの将及発達はめざまし〈、名神閻速誼路八日市インターチェンジが

開設され、続々と大企業が、次々と大型スーパーが進出してまいりました。

今日、日本経済が世界経済のiii:¥中にあることを考えます時、私共八日市におけるすぺての事業

所も日本経済ひいては世界経済の渦中にあるといっても過言ではないでしょう。

八日市市には現在この名鑑にご紹介いたしておりますとおり、 2,000に及ぶ事業所が活動を続

けております。

この記念誌は、八日市の歴史、商工会議所20年の歩み、さらにはその現状をご紹介II.lしあげる

ことを主なる目的としておりますが、同時にこの大き〈、激し〈、厳しい今後の経済社会に新し

い自＇iしと勇気をもって、雄々しく立ち向わんとする決謡の辿判状でもあリます。

どうか親しくこ邸邸下さいますようお頻い巾し上げます。

終りになりましたが削立以米20年、今日の八日市商工会議所を築きあげていただきました諸先

故に対し深い敬在を枠げます。

また、この記念誌発刊にあたり、絶大なるこ協力、ご尽力を下さいました多くの方々に対し心

よ＇）感謝いたします 。

八日市商工会議所会頭

福原憲 ム口
ヽ
wJ
'

発刊の }
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八日市商工会議所創立20周年にあたり、記念事業の一つとして躍進八日市と題する記念誌を発

刊することになりました。

我が八日市市は湖束平野の中心に位骰し、古〈は理徳太子により開市せられたと伝えられてお

ります。また近江商人発祥の地として史実に現われるのは、鎌介時代からで、当時有名なものと

して、山越、五個、保内商人等のグループが存在し、隊商として、近畿、北陸一円において活躍

したと古文杏に記されております。

鉄道の開通にともない、当地は沿線よりわずかに1勝ったためともすれば発展が一時期倅滞した

感がありましたが、名神高速道路の開通、八日市インターチェンジの設沼とトラックによる貨物

の輸送形態の変化にともない、企業の進出も著し〈、その経済活動は旺盛にて商工業の中心とし

て躍動を続けております。

加えるに、行政面においても濫賀県中部広域圏の中心として、その面目を一新しつつあり、誠

に前途洋々たる展望であり、かかる時当商工会議所の使命も巫大であると痛感致しております。

本誌作成に当っては、躍進すAる八日市商工業の現況と古い歴史を有する当地方の盟かな文化財

と観光沢源を広〈紹介し、あわせて湖束地方20万人の商工業の中心としての八日市市の発展と商

固拡大の一JI力ともなれば望外の喜ぴと存じます。

編綴に際し、もとより浅学非オの私共委員でございますのでお見苦しい点御究恕賜わりますよ

うお願い I•I］し上げます。

今回の記念事業実施に当り、各方而より深いご理解とご協力を賜わりましたこと心より厚く御

礼巾し上げます。

20周年特別委員会委員長

前 川恕

ー ・1-
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発刊によせて

囁’J和ある安定成•L姐経済」を目指してあらたな i立を歩みはじめ

ておりますわが国の経済の中にあって、中小企業が附而してお

りますI!ll迎は、ますます複雑多岐にわたってきてお ります。

とくにこの厳しい経済閑境に耐えうる企業休'i'iへの転換の必

要性が時代の要・，h'1として登場してきています。

県といたし ましても 、今後これらの問題に対処するため皆様

のご協力を得ながら均衡のとれた廂工業振典策を強力に推進し

てまいりたいと考えております。

このようなときに、本県中部地域の一大商業拠点として目＇此

しい発展をとげられた八日市商工業の先祁的役割を朱たしてお

られる八日市商工会議所が、関係のみなさま方のご努力により

削立20周年記念事業の一因として「八日市涸エ名鑑」が発刊さ

れますことは、たいへん時五を得たものとして深く敬泡を表し

ます。

この名鑑力咄様方の十二分なこ活用によリ、今後の廂工業発

展の一JJJ）となり ますことをお祈リいたしまし てお祝いの益菜と

いたします。

濫賀県知事

武村正義

発刊によせて

八日市市は、昨年市制施行20周年を迎えたii'f新気鋭の市であ

リ、湖束地区における商工業、文化、教宥の中心都市として、

市民各位の英知と努力によリ数々の苦雅をのり越え、滸実な成

長をして参リました。

本市はまた、低い歴史と伝統をもつ市楊町としての商業活動

を中心に、各産梨の進展もめざましく経済活動はきわめて旺盛

であります。

今後もよ りー！付の商工業の発展 とともに、行政ニュータウ ン

の蛉1iii、庄ll;]し市場等の拡大充実など産梨1店f世の繋佃に併い、本

市の将来は大いなる躍巡が期待されています。

この時にあたり、「八日市商工名鑑」が発刊され、本市商工業

昇が全国に紹介されますことは 、まことに時機を得たものと存

じますとともに、発刊に際してご協力された方々に深い敬邸を

表する次第であ ります。

今後とも商工界各位のご努力により、ますます市努発展に寄

与されますよう念顔してこあいさつと致します。

八日市市長

山田正次郎
- 6 -
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八13市市の概観

I国市市は琵毬湖東部平野の中央に位

し広大な鈴鹿の山脈を背に ひかえ、その

昔額田王と大海人良子のラプロマンスが

あった静かな田園都市である。八日市市

は、その名の通り、古くは砲徳太子の間

rliにその源を発し、以米湖束平野におけ

る経済圏の中核的都市として蹄進を続け

ております。とくに最近においては、名

神茄速道路のインターチェンジ設沢によ

り更に東西交通の交叉点として、あらゆ

る分野に飛蹄的な発展が期特されていま

す。幾多の史蹟、名勝の歴史的なたたず

まいのIl1に新し い街づくりのいぶきが感

じられ、自然と ili,J 和 した平和でg~ かな、

幅祉砿Iiの実現をめざしております。

八日市の移り変り

人 口……••…•34,722人(SSL 2. 1現在）

男 16,952人女 17,770人

世帯数…••……•9,114世帯

面積••••……•53.19固

市制施行…………昭和29年8月15日

滋質県下第5番目の市制を施

行

市 瓶• •………•昭和29年11 月制定

本市の市」衣は昭和29年11月に

制定されたもので、六角形は

佐々木六角の領地をシンポラ

イズし、その中へ八日市の八

日を充坑単純化したもので、

白い輪は円満和合を現わして

いる。

年代 1 祁 ．l: 史 竺 ‘Fru 年代

(（／ :1 111[［ I ：三：五〗〗:;：を 1il くと伝える ［m :戸こ口町5カ字とな
郷土史の事項

8 0 3 | 1898 近江鉄道初めて八日市一彦根li{J開通

柑武天皇・，iltl：野に行幸 （大正時代）

8 9 I i k囁雌され，；；（東大寺琴 t.c) II I 921 I八日市飛行隊おかれる
（様 介 11寺(t)I （昭和時代）

I I 9 0 螂 、小脇の館に叩1する、この頃、

I近江商人おこ る。
I 9 5 4 i町村合併促進法により li.El市町と中野

村が合併 (3月21日）

1308 佐々 木細［i糾、袋知川の水を引 き筏川を 29. 8. 15 八日市町、平田村、市辺村、建部村、

改f1冬する 玉緒村、御園村が合併し、県下第5番

嘩 町時代）1 目の市制を施行

1438 得珍楳内に八口市の名が出る (H吉文 29. 9. 24 初代市長に山田治右衛門氏就任

m 11 :19. 4. 12 名神i岱速道路八日市インターチェ ンジ

I 5 0 8 I Ii. El,躊人の伊拷通商f'直 l}IJ通

浣 l:桃Il1時代II II 45. 9. 2 中部地域広域市町村園発足
I 5 7 6 j建部油！t l,"乏朱•印 （福原文 m II 47. 2. 1s I ii.日市市碁本構想汲決される

（江戸 時(¥:1 I Ii 48. 6. 25 行政ニュータウン起工式

I 6 7 4 八l・l市を御代参街ii1(/）餌／｛とする 48. 10. 4 全国はじめて 「自伝単都市宣言」 をお

I 7 7 I I ll野商品仲llij定t月合[ll紙にJi.l:l市油座 こなう

Iの名 48.12.28 祈都市，it画法による線引きが告示され

1772 l i11辺村、相 'F治たばこの種—{•を栽培と る

伝える

ill)l ;fi時代） II w 「滋如県八日市町史の研究」型徳中学校
l 8 7 2 JI区制がひかれ、八 HIli•浜野・川合寺 郷土研究会（昭和26年fil)年表より抜すい

I 
第61えに困人

4万

3万

2万

1万

［人 ロl
八日市市の人口と推移

八日市市の地区別人口及び世帯数

地区別 世滞数
人 口

男 女 i t 年月lj 人口 世撒数

大正9年 22,362 ......... 平田 655 1,438 1,555 2,993 

14年 23,536 ....... .. 市辺 893 I, 868 I, 968 3,836 

昭和5年 24, 717 5,175 中野 1. 557 2,853 3,076 5,929 

10年 25,503 5,290 八El市 2,757 4,650 4,991 9, 6'11 

15年 25,412 5,233 建部 789 1. 461 I, 521 2,982 

22年 31,341 6,466 御園 l, 413 2,573 2,440 5,013 

25年 31,100 6,411 玉緒 815 I, 703 1,796 3,499 

30年 30,486 6,326 9: | 8,879 16,546 11. 3'11 I 33. 893 
35年 29,844 6,534 如斗民生部市民課 (S49. 10. 1現在）

40年 29,437 6,808 

41年 29,491 6,829 

42年 29,866 7,023 

43年 29,962 7,079 

44年 30,212 7,205 

45年 30,433 7,389 

46年 31,324 7,718 

47年 31,989 7,759 

48年 33,046 8,318 

49年 33, 910 8,902 

50年 34,478 9,049 

注・・・大正9年～昭和40年国勢調宜による
昭和41年以降住民甚本台帳による。
（各年10月1日現在）

人口•世帯数の推移

『]!・：：：9 1 : ： ：：:Tぶ·.:I・・ぶ••I.. ：t:f: •:: I ; : ： ： ： I ::·...:I··:X:f:s:4;•:'. :1:： :: ； 1:！咋：
9 14 5 10 15 22 25 30 35 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 
大昭
正和

- 9 -

解 説

八日市町

召和291平3月合併

召和2~8 月合併

本市の人口は市制施行当

初は30,000人を超えていた

が、漸次滅少をたどり昭和

40年には29,500人を下回る

ほどであ った。

その後、昭和38年以米の

他府県からのエ均進出によ

り次布に増加傾向を示し 、

II召牙11401じカ・ら45年の 5年間

に 3.4%!(')/JIIし、昭和45年

から昭和50年の 5年間は、

13.29%と1/(i箸 にJfi)JIIし、

年平均 800人怖の伸びを示

した。



［事 業 所 l
事業所・従業 員年別比較 ・構 成 費

「昭和50年事業所統計調査」による八日市

の産業構成をみると、 八日市市の事業所総数

隠業員
は 1,959で47年調査時に比べ、伸びはみられ

ずやや滅少している。

0産業分類からみると、卸売・小売業及びサ

ービス業が滅比となつている。

ら金融保険業及び不動産が時代を反映して

しかしなが

ー

loー

伸びを示している。

0従業員でみると、総従業員数14,444人で47

年調査時に比べ、 2,558人 (21.5%）の増加

である。

0業種別では、建設業 ・製造業が著しく伸び

を示し、不動産業・運輸通信業も増加傾向

をみせている。

0全体として、総事業所数の減少は、商業部

門の不振によるものと、又、従業員数の伸

びは、大中企業の進出によるものとみられ

る。

. ・. • ・ • : ・.．．．． ．．．．．．．．．．． 
硲碑：：；；

恣翌苺：；・.？・;
＇・::．：．:： :.：i:・ :・ 
•：ざ．：．． g:翠：．．． 
·-:•:•:-:-:·:-:-:·:. ．．．．．．．．．．． 
妥沿・...．ぶ
g:・：.:・ 

．恕崇．t．．． :・::: 
． 

忌葵径器•:：ダ．．：ぶ：：
:,::：：ふ：ャ．:,.--

41年 44年 47年 50年 41年 44年 47年 50年

業種別事業所数従業者数 (50年 ）

棠三f!TI 別 4 

-!l t 業 P斤 従 業 只

41年 44年 47年A 50年 B 5構0成 J:年ヒ
B 41年 44年 47年C 50年D 5構0成比年

D llll業所当
ズ で り従菜い数

’、r‘，，，しヽ• 数 1. 751 1,925 1,966 1, 959 100% 99.6% 9,460 10,979 11,886 14,444 100% 121.5% 7人

I品林水産業 2 3 4 3 0.2 75.0 48 95 84 95 o. 7 113.1 32  

鉱 業 4 3 

゜
2 o. 1 35 48 

゜
14 o. 1 2 

・建 設 業 160 197 225 228 11. 6 101. 3 1,008 1,109 1,074 1,756 12.2 163.5 8 

製 造 業 168 192 192 194 9.9 101.0 2,248 3,154 3,297 4,492 31. 1 140.5 2 3 

卸光・小光業 938 1,003 1,007 997 50.9 99.0 3,127 3,464 4,036 4,314 29.9 106.9 4 

金臨 ・1呆除業 28 23 28 31 1. 6 110.7 330 280 349 373 . 2. 6 106.9 I 2 

不 動産 業 6 15 32 38 1. 9 118.9 30 30 89 116 0.8 130.3 3 

逍綸通侶業 31 37 28 30 1.5 107.1 694 645 579 728 5.0 125.7 2 4 

屯気、ガス、水道業 5 ， 5 1 0. 1 20.0 238 139 131 15 0.1 11. 5 I 5 

サーピ ス 業 409 443 443 435 22.2 98.2 1,702 2.015 2,247 2,541 17.5 113. 1 6 

業種別事業所構成 業種別従業員構成

業種別事業所数従業者数 (50年）

50年

事業 所

1,959 
道業

50年

従 業員

14,444 



業稽別商店数・従業員数・年問販売額

浙 店 従 哀 u 数 販 必 頷

“i LI B C 
45年0 49年Ftれ成Jt

E F ，，1 た，訂り店の H i 
従人の ~版9, Urう泊•訊9l J 45年1117年849年C l~~Jt A A 47年E

D D 
45年G 47年｝l 49年i ！出戊Jt

G G ほ芯Utt
％ ％ ％ 人 ％ ％ 

総 位 757 762 7'bl 100.U 100. 7 95.6 2,809 3,089 2,960 100,0 110.0 105.4 4 1,496, I図 3,181,079 5.149,513 100.0 212.6 況1.2 I, 740 

卸 ’J'c 哀 96 97 103J H.2 101.0 107.3 730 756 77,1 26. I 103.6 106.0 8 748,339 1.889. 942 3,451,203 匂．I252.6 4 61. 2 4,459 
各種 1r~ ,\:, ,J ヽ 企業 2 X - 208 X X X X - 209,315 X X X X 
iaま物 ・ 衣'IIリ4 ・ 身某 102 106 93 12.8 103.9 91.2 l15 356 312 10.5 103.2 W.4 3 135,080 185,598 216,575 4.2 137. •I lf,0.3 69-1 の わり 19し、元

飲紅料品小 ．Jt 某 260 2!>1 広灼 32. 2 97. 7 89. 6 &16 609 745 25.2 91. 3 115. 3 3 207,009 214,420 625,643 12. 7 103. 6 315.3 876 

fI勅!It・ ~I ❖云 ， l i 小 ・）＇,:某 56 56 50 6. 9 100.0 89.3 165 213 199 6. 7 129.1 120.6 •1 -11. 709 161,1.16 174,036 3.4 386.4 417.3 875 

・ぶH・ 建it ・ i| · 料ヽJ ヽ •K 業 95 93 92 12. 7 97. 9 96.8 413 386 400 13.5 93.5 96. 9 4 126,-181 182,S14 265,914 5.2 144.6 210.3 665 

そ の他の小 ．）t兵 148 15-1 153 21. I 1~1. 1 103.4 510 561 530 17. 9 IIO. 0 103. 9 3 237,566 337,814 389,112 7.6 142. 2 163.8 7．3'1 

(Jjt位万円）

ー

l
2
ー

.l:t 較 表 商 業 の 構 成

(10人） 1商店当り従築n数 比杓 ・衣服
9のまわり品

総

飲食料品

自動互自転車

そ の他

従柔員1人当り販売額 (l千万円）

製造業の事業所数・従業員数・製造品出荷額

業＼種別

9lt 某 所 数 従 窯 fl 数 ?l 造 品 出 1，;i 頷

45年 46 47 48 49 昭柑49年 45年 46 47 48 49 昭lt1'19年 いli又所当 45年 46 47 48 49 
尉Ihl19年 11:i烹ll当

構成比 構成比 り従；；li改 It成1t り：I}行訊

総 数 173 169 196 199 186 100% 3,103 3,474 4,358 4,846 4,622 100% 25人 ll, •186 19,330 35,606 48,313 56,555 100% 12,236千r1

ft科品穀造業 41 37 39 42 39 21.0 221 201 209 255 230 5.0 6 1,230 1.192 I, 19•1 1.500 1,535 2. 7 6,67'1 

ほ維工 菜 25 25 25 28 27 14. 5 525 459 399 466 、136 9. ~ 16 1,373 925 1,055 1,503 1,619 2. 9 3,713 

衣Jill・ 身甜品製造哀 15 15 21 18 17 9.1 324 293 357 290 279 6.0 16 48-1 287 475 566 639 I.I 2,291 

木材 ・オ冷！品製造業 22 21 22 22 19 10. 2 90 89 178 319 2f>1 5.5 13 376 汲I 430 1,141 1.295 2.3 5,098 

玄具・装佃品製造某 13 15 18 15 16 8.6 43 71 78 559 77 1.7 5 67 111 138 145 192 0.3 2,489 

パルプ・ほ・紙訊I品柿謀 4 5 6 ， 7 3.8 183 205 285 211 221 4.8 32 832 965 1,21}1 l,340 1.9-16 3.4 8,807 

i：屈 • 印目・ ~I関述程 .1i ， ， 8 ， IO 5.4 62 61 167 306 315 6. 8 32 131 161 1,026 1.769 4,547 8.0 14,,136 
庶箕・士1iうばれ筵£ 4 3 5 Iヽ 5 ・ 2. 7 831 75 167 159 207 4.5 41 2,666 497 2,53'1 700 1,426 2.5 6,891 

金伍製品製辺哀 7 7 ， ， 7 3.8 209 217 263 270 276 6.0 39 2,095 2,516 2,988 、1,261 5,、109 9.6 19,599 
1茂！点製造某 4 4 8 7 ， 4.8 l&l 151 176 161 173 3. 7 19 ;,17 573 699 815 I, 199 2.1 6,930 
屯公恨I¢?；；具製造業 7 8 ， ， 8 4.3 322 1,355 1,681 1,93'1 I, 768 38.3 221 1,200 10,159 20,882 29,398 30,081 5.3.2 17,01'1 
その他の製泣窯 22 20 26 27 22 11.8 129 296 380 445 387 8." 18 •185 1,559 2,928 5,175 6,665 II. 9 17,223 

（金額百万円）

ー

1
3
ー

， 
， 

---」

製造業の年次別動向
99(I I ,1,業所数 指数（％） 従笈U数 指数(%) 製it・1,1し出荷頷 指数（％）r1:.）；Jヽ

4 0 i r. 177 100.0 2,171 100. 0 3,642 100% 

41 q;・ l別 10-1. 0 2,382 109. 7 

42年 178 100. G 2,486 114. 5 5,899 162. 0 

43年 172 97. 2 2,400 110.5 6,715 !S1.4 

44年 172 97. 2 3,113 1 4 3. 4 10,715 29-1. 2 

45 {j'. 173 97. 7 3,103 142.9 11,486 315. 4 

46 :i'・ 169 95.5 3,474 160.0 19,330 530.8 

47年 196 110. 7 4, 358 200. 7 35, 606 977. 6 

48 !f. 199 112.4 4,846 223.2 48,313 1326. 6 

49年 186 105.1 4, 622 212.9 5G, 555 1552.9 

（金頷面万円）
年

干
‘麟罪
｀

年
8
45 
年
5
4
4
 

年
苔
43年

屡
42

100但円
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［製 造 業l
八日市市は、京阪神・中京・北陸の3大経済圏の中ll.ll点に位骰し、湖束地方

の交易や股業の中心地として発展してきました。昔から特色ある地場産業の少

ない八日市に企業進出の決定的な要索となったのは名神高速道路が開通し、八

日市にインターチェンジが設骰されたことであります。昭和38年以来、京阪神

中京から20社近くの企業が進出しました。この問の工業出荷額をみると昭和49

年には、昭和40年の約15倍弛にも増加しました。
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100人 事業所当り従築日数 （業種別）

総平均

食料品

縁

椴

雑

木材・木製品

家具・裟fii品

パルプ
紐加工品

出版•印刷

窯簗•土石

金屈製品

械

電気器具

その他

※商圏人口推計基準

購買率 商圏人口 （居住人口比）

第1次商圏 50％以上 70-100% 

第 2 次 ❖ 16-40% 40-70% 

第3次ク 5~15% 10~ 40% 

その他 1~4 % 5~ 10% 

（購買率は小光廂業適正化調査より祝定）

圃璽圃第1次南圏
二第2次商回

ほ物・衣服・身迎品 飲 f{ f斗品 自動iii.（J転9Ii ・タ具・述具 ・ ft• ?；； そ の 他 (Jt) 平均店日人口

l切 崩 I:1人口 吠 商 IC1人 口 耕 浙 I日人 口 閉 誦 困 人口 '，1 ，1li屈人 口 商l::l廷人口

買 ％ 人 は I'( ％ 人 数 I1 % 人 は n % 人 数 i'（ % 人 数 下限 上 ru下 [Ji上限

人u i1i日[ 半 下 上 半 ド 」： 半 下 上 半 下 」・・ i! ード I: 

u，貌IAnni出81.3 iO 'li．総 ll,021 岱．in l),m5 31,021 岱．I
i1) 
29,9iJ u．舵I⑱i iu 泣 li1 31,021 泌9n 29，泊 31，陀I 29.49 31,021 -100 -100 ーIOO ~1co -100 

謁，蕊 近/¥ij江,fj 6.8 -10 io 4,836 19.>12 i.3 1~0 40 4.836 19,312 5.1晶 ↓，謡 19,312 6.2 10 4,836 IS,312 6.6 1-0 40 4.836 19,312 4.836 19ぶ2-io 

8,329 安土 9I16.0 40 3，認 5，匹） 7.5 1-0 ;o llll 3,332 6.5 1ー040 皿 3,33216.9 10 3，紐 ;,830 Ill 10 1,173 l.ll! 1,901 ↓,332 -iO -iO -;o 

8,8(!/ a生,rfil.O iO 6,16:i 8,801 16.9 io 3.5?3 6.165 13.9 10 881 3,5Zl 49. 5 
;o 
6. lro 8,807 認〇 iO 6,lo'i 8．珈 4，浚） 7,Ul 

-100 -i¥) ~40 -100 -100 

20, i63 11 9f 99 Zl.1 
↓0 
8，珈 14ふ3110.4 

10 
2.1丑 8,J(lj 16.7 10 8,3(6 14，四 2.4 40 8,3(6 I↓.531 16.2 

↓0 8,3(6 14ふ31 i, 076 13,1&1 
~iO ～↓0 ~iO ~iO -iO 

9,200 C王'I 9.9芭40 gIO 3．秘〕 5.0 1~0 40 920 3，細 1.0 5-10 4f.() ”゚10.510 ,a 3,6幻 18.3 i0 3，総） 6,HO 1，ぷ9 3.総〕
-10 ~m 

6,9” 
永n、'＂56.3 

70 4，総 6.9n 泣3io 2.m ↓,8お 35.8 40 2,7乃 ↓,856 16.1 iO 4．貶6 6.9J7 58.9 
;o 
4，お56.9J7 4．佗4 6,1お

-100 ~i0 -70 ~IOO -100 

8, i63 liOE9I 51 5 70 6, 131 8, i6J 31.9 40 3，函 6,lll Z!.6 40 3，瑯 6. 1 31 43.8 40 3，謡 6. 1 31 41.3 
40 3,619 6,131 1,120 6．細

-100 ~n ~iO ~iO ~i1l 

16,2↓7 佳!1111,r 4. 3 : 10 812 l．硲 2.l 5-10 811 )んお '5-10 812 1.6"..; J.i s-10 812 1,6:!; 3.0 5-10 812 1,6'5 812 I . ~ら

5,659 2点9I紐〇 iO 3,961 5，碑 31.I 40 1,261 3,961 31.I 10 2,261 3,%1 lll.8 
jl) 
1%I 5，磁 .1... • 9 n 3,961 5.659 3.斑 ↓,9a 

-100 ~i0 ìO -100 -100 

9,7匂 況点 ,r5.,,8 il 6.8J7 9, i6/ 30.6 40 3.90i 6,Sli 38.3 10 3,90i 6,837 56.8 70 6,831 9,7o7 63.1 ill 6,llJi 9,i., 5．函 8,5?5 
-100 -iO -iO ~IOO ~IOO 

8，切 2)lJIIl9[ 17.0 40 3,571 6,2-19 5,9 10 893 J,5il 4. I 5~10 4,i6 893 10.5 IO 937 3,571 12.1 
10 1．⑱J 3,571 1 ふ~｀ 3,571 -iO -40 ～↓0 ` IO 

1.m 店E9I21.3 40 3,191 5,585 ? 40 3,191 s,ss; , 40 3,191 ;,；；；； 2↓ 6 40 3,191 5．蕊 21.3 io 3,191 5.蕊 3.191 5．ぷ5
~70 ~n . -i¥) ~j¥J -i¥l 

7,161 n g 9I 3.6 s~10 l58 716 2.0 5~ 10 お 716 ? 5-10 蕊 716 1.6 HO 蕊 il6 Z.1 5~10 磁 716 碑 716 

8. 91U 111 n,r 2.6 5-10 H6 691 1.6 5-10 416 訓？ 5-10 446 891 2. 3 5~10 H6 討l2,6 5-10 4 16 691 4 :6 691 
l 

お，559＊ 11 9I 0.3 0.2 0.2 1.8 HO 
I.Zill戸I~．蕊 2.2 5-10 l．箪 2．滋 511 1,0:!l 

(,iH 81,3&3 ll1.l116 ・ lll,497 11/J．位1 a，蛇 1訊li¥l llJ．郊 !ll,161 129,9li 蕊．硲 6C6.so i3．邸 121,.m 

商 圏 の =9し
豆又 定 （人口）

従業日 1人当り製造品出荷額 (1干万円）

（八日市市）

S [;lff.8 II 1¥IJ,1i11il);恥1"応やmu;｝．りによ っ。
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八日市市の交通体系は北部には国道8号線、東

海道新幹線並びに東海道本線が走り、南部には名

神高速道路八日市インタ ーチエンジが開設され、

京都・大阪名古屋が 1時間程度の距離に短縮され

た。赤松林につつまれたこのインターチエンジは

八日市市の新しい玄関口となりつつあるとともに

又、国道 307号線が域内を縦断しており、市内を

走る数本の地方道によってそれぞれに接続してい

る。

主力交通機関としては、近江鉄道本線と、近江

八幡八日市線があり、さらにこれを補完するかた

ちで、市中心部を起点として、路線バスが放射線

状に通じている。

交通体系図
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1) 八日市市内駅別乗降人員数

¥l 八 日 市 長 父ロ 野 新八日市 太 郎 坊 市 辺 平 田 全 芥り永

乗客 指数 乗客 ，．指数 乗客 指数 乗客 指数 乗客 指数 乗客 指数 乗客 指数

44年 2,893,562 100% 153,041 100% 199,423 100% 198,860 100% 502,425 100% 542,774 100% 4,490,085 100% 

45年 2,810,263 97.1 162,211 105. 9 188,648 94.5 180,398 90. 7 478,603 95.2 523,890 96.5 4,344,013 96. 7 

46年 2,880,853 99.5 174,502 114. 0 166,421 83.4 169,185 85.0 500,063 99.5 540,740 99,6 4,431, 764 98,7 

47年 3,031,538 104. 7 176,874 115. 5 165,236 82.8 150,373 75.6 488,573 97.2 203,828 37.5 4,216,422 93.9 

48年 2,881,892 99.5 199,760 130.5 181,774 91.1 142,364 71, 5 522,707 104. 0 520,771 95.9 4,449,268 99.0 

（八日市市統計要院）

2) 路線別バス乗客数

ー

ーl↑ー

I『争泉 政所線 大萩線 市原線 御図線 湖東線 市内桜川線 神崎線 角能線 安土線 草津線 京都線 全 線

45年1月～9日 271I ,477 201,545 399,216 95,738 317,504 944I ,628 2,230,108 100% 

46年 ク 239,926 185,031 408,814 86,470 318,072 944,838 2,183,151 97.8 

4 7年 ，， 189, 102 206,209 470,691 75,403 304,002 875,555 2,120,962 95.1 

48年 ク 68,528 12,798 184, 744 500,965 45,297 11,179 496,846 272,605 3,932 363,641 143,887 2,104,422 94.3 

49年 ク 63,916 11,630 181,225 508,239 41,705 5,596 592,996 245,918 2,950 235,772 104,582 1,994,529 89.4 

3) 車種別自動車台数

（八日市市統計要笈）

4)名神篇速八日市インターチェンヂ出入台敬

｀ 年度

乗用車
軽自拇JIII 

原付二輪車 , tI• 
対 45 年 比

（含小型二帷） 台数 ．．比 率

45年 （台） （台） （台） 9,021 2,508 2,887 3,626 

47年 4,081 3, 140 3,488 10,709 + 1,688 + 118. 7 

49年 4,565 3,052 3,483 11,081 + 2,060 + 122. 8 

（滋賀県陸述事務所）

¥年．虞．‘項¥目
入 出

八日市一他の I.C 他の I.C一八H市

45年 386,029 397,580 

46年 562,989 580,095 

47年 622,439 614,997 

48年 796,337 773,448 



観光

伝承された¥‘動I/

大凧の飛揚

今から 20 0年以上も甘のこと、徳川時代の中頃、

男子II」/l生を祝って 5月の節句に鯉のは＇ I)と同じよう

にあげられたのが八 EliIiの大凧である。その頃のIIIK

は現在市販されているようなヤッコ凧や、武者凧の

ようにせ＼ヽぜい半紙2枚から 5.6枚ぐらいのも (1)

であったが、近江人気質のi'lけん気と技術の進歩と

によってだんだん大き〈なってきた。

昭和28年3月、大凧I|tiりを復活し、その技術保存

を計るとともに観光協会の一••l ~槃として製作し、 4

月313 沖嬰I• 力')f,( で JIも揚 し た 。 さらにこの大凧は紐校

の大きさ、技術の精巧さでは全1計にもその比を見な

いものとしてll/:lHl33年II月7El泌買県無形文化財民

｛谷ft1斗に指定さilた。

型徳まつり稔．おど り1乱批
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江州音頭と盆おどり

八日市市は古〈期徳太了・によって、市場町として

1}｝］かれて以米湖東地方の商梨文化の中心地として発

展し、翌かな民俗文化を有〈んできた。 江·）-I•I 音頑も

幾多の伝承されてきた民芸のなかの一つである。

江戸時代末期、八日市市楊に出入りした芸人桜川

雛山はこの市楊において歌祭文を教えひろめたが、

この教えを受けた板前椋業西澤寅吉こと桜川大他は

真．鈴鋳物細工家の奥村久左ヱ1"にとl'［飴家好文と協

力して盆踊 りに合う ffIIIIを大成、広〈全国に江州音

頭としてなじまれるまでに発展してきたのである。

昭租44年 7月「江川音頭発祥の地」に¥ii彩記念碑

が建立、江J・I1音頭保存会が結成され、昭和45年から

行われている期徳まつりの中で、江川音頭の市民総

おどりが人気の中心で、近郷近在よりの見物客も多

〈、この八日市が生んだ江州音頭の保存と保典に努

めている。

-18-

天下の奇祭

はだかまつり

近江鉄逍市辺駅を下i|i．して南へ15分、西市辺町に

鎌介時代よ り伝わる奇祭。

未婚の長男が 1月8日の夜索裸で、五設股根と無

病息災を祈！頓して朝まで踊る。

癖 ili$tの梁に供えたマユ玉を、チョーチャイチョ

ーチャイの1JI叩と共に踊り廻るうちに奪い取るので

あるが、若者たちは正月 2日から謡1111や酒式の桔古

に入 り、精巡湘斉する。

最上おどり

蚊上義序＇，＇公が元禄 8年近江国大森に移封さ

れていらい、 36 0年も伝承している。

この鼠）の由米については先ネILに当る源頻

光公が勅命を受け、大江山の洒存究子を退治

される際、酒を飲まして酔わす.(.)の余典とし

て踊られたという説と、十Nii寺宜祭礼を繁わ

ず恥踊り初めたという説がある。後者によれ

ば最上家領IK］のi't:I.ドが11丈上家の!jl,材'<、主むに

対する昨敬心、翌作の祈剥、領民の娯楽等を

兼ねて、 主君初め家臣ーI司臨席のもとに踊っ

たもので、今日大森、尻無両町にそのままの

踊りが伝えられている。
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観光

八8市…その秘められた歴史

布
施
の
溜
池

魯応に生ぅ"/― 

‘静”

「おさす禁野ゆき標野ゆき、 iili 生 野
野守は見ずや君が社ふる」

太

湖東の古刹と史跡
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z
 

喜
j

松 寺
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八B市の観光かいせつ

•蒲生野 万斑渫にひときわ光どを放つ'MiITI王と大海人］；l子のオl]|lIl:：IKは、 nli生町を舞台によまれた。
八日市は、この洲i!-l:．野に古〈推古朝のころから拓かれ、いらい市場町として栄え、いま湖束

地方の巾核都市として発展をつづけている。

•布施の溜池 悧夕その池の美しさが干変万化する。この溜は「梁／庖秘抄」にもうたわれた歴史の故をも

ち、水生植物、紅虫植物の宝hl,：でもある。

•太郎坊宮 ・千[I名を、お火焚まつりで、勝巡投 I，りの神として、広〈 i,i{Iilされ、奇岩そそ り立つ、その奥
に本殿をのぞむ太郎J)i 'g 。 -T•島破風の参兆殿は、修険場1}｛ltllの「役の行者」の神像をまつり

行楊が設けてある。

■瓦屋寺 型徳太子の建立と伝えられ、本）浮は!i.ll.世音として布名である。桜や紅梨に包まれる境内か
らの眺望もすばらしい。

•松尾神社一—---- 迎莱石/illを中心にした、安土桃山時代の力弛い造liIl技術を しのばせる名Iii!がある。

•延命公園 八日市の西iH延命寺山の府は延命公園とも呼ばれ、市街地に而した 3.2ヘクタールの区域

に、日本庭I{tlや桜の谷．ッツジ、サッキの丘などを始め、上水ii'.i配水池の水を利用した沌や
池があり、市民の憩いの場として広〈利用されている。

■石塔寺(}ili生町）ー一一 飛島時代の作と推定される阿'(feEI荘を中心に、 8万4干の石仏石塔が．格然とならぶさまは
壮観。

■ 永源寺（永源寺町）一一—

•西明寺（甲良町）一ー一

臨済宋永源寺派大本山。脊無Illのh'ii釦このぞんだ紅策の名所として名翡い。

天台宗湖l束三山の一、平安時代のll,J J,~ . IY.I宝 ・名liil・不断桜・紅策の名所。

•金剛輪寺（秦荘町）＿―- 天台宗i/JI東三山の一、天平時代の開基。近江西国第15拍札所、本］匁生身の聖観世音菩社、
名11,1、」il染の低。

•百済寺（愛東町）―――­

•安土城址（安土町）＿

天台家il,J1東三山の一、飛．！，；時代のI:；1基。近江西国第16番札所、弥勒菩薩半珈息惟像、名I刈。

天正4年に釘U城され、七煎の天守ll!IからはLとが天下に号令した往時を、そのみごとな礎石

にしのぷことができる。

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

9
2
3
4
5
6
7
8
9
0
9
2
 

I
I
I
 

観光年中行事

太郎坊初詣、市神神社＋日戒、市辺裸まつり

太郎坊節分祭

市神神社開市祭、御河辺神社裸まつり

延命公園、瓦屋寺の桜、八日市まつり 、大凧あげ、最上おどり

太郎坊御田植祭、布引イチゴ狩り

愛知川の鮎釣り

太郎坊千日祭、花火大会、愛知川鮎釣り、聖徳まつり

江州音頭盆おどり、琵琶湖まつり

布引くり狩り

延命ハイキング、松茸狩り

瓦屋寺、永源寺、湖東三山の紅葉狩り、えぴす講、キジ猟解禁

太郎坊お火焚祭
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物産
世に古く近江商人といわれるのは、当市周辺の湖束地方

出身の商人を指したもので、その足跡は日本全国に及んで

います。したがって、商業活動はすこぷる盛んです。

近江肉牛、近江米、銘酒、菜たばこは立地条件を生かし

た特産であり、手工芸品、邸級織物は有名です。

又、地場産業と共に内陸工業も進展しつつあります。

近江肉牛の味噌沿け 銘酒、近江米、菜たばこ
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商工会議所の概要

企業を育て地域を伸ばす商工会議所

業界の総意を結集する

唯一の機関、商工会議所を

みんなの力で育てよう。

会議所会員になることにより信用は倍加します。

みんなで手をつなぎ、誘い合わせて会員増加をはかりましよう。

八日市商工会議所



商工会議所

日本商工会議所は数ある経済団体のなかで最も歴史が古く、しかも経

済界の本流を歩んできた。明治11年につくられた東京商工会議所がはじ

まりで、初めから 1地域 1会議所制がとられ商業会議所、商工会議所、

戦時中の商工経済会など名称も変わってきている。現在それぞれの地名

を冠した商工会議所は 466あり、その連合体が日本商工会議所である。

商工業振典取り引きの紹介、あっせん、講習会、見本市などの開催、

証明、鑑定、検定、海外との連絡、あっせんなどをおもに行なう。

商工会議所法によって国から公認されているが、それだけに制約もあ

る。商工会議所はソ連、東欧諸国も含め万国共通の経済団体なので、国

際交流の民間の窓口となる機会が多い。経済団体連合会（経団連）と並

ぶ経済界を代表する総合経済団体である。

--

八日市商工会議所

--------←―-•~ →------



八日市商工会議所歴代会頭

初代会頭

図司松兵衛

（昭和31年 2月8日

～昭和35年9月30日）

二代目会頭

今宿泰蔵

（昭和35年10月1日

～昭和41年 9月30日）

三代目会頭

岡崎耕平

（昭和41年10月1日

～昭和47年 9月30日）

四代目会頭

ニ橋貞治郎

（昭和47年10月1日

～昭和50年 9月30日）

会 百ハ
一
口
止
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-
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田 会 百ハ一ロル
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-
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田 会 百ハ

＿
口
止

専務理事

占ィ 奮J¥ -: ̀., 
;:._... I 

←―-. . 

・’’ 

福原憲治

合資会社

代表社 員

神崎倉庫

渡辺福之助

八日市小型運送有限会社

代表取締役

重 田宗平

丸八八日市魚市場株式会社

代表取締役

阿部秀 二

八日市商工会談所

専 務理 事
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口繁栄の進路砂らく滴工会議所 ］ 
1.設立とその経偉

昭和29年、八日市町と中野村が合併、引続き、翌30

年近接 5村（平Ill、iIiju、3註h、fiIIl:i1、建部）の介併に

依り、 八U,IjTIjが忍生した。

八Eliii市の，，廷生に依り、今までの商工会をiflj工会議

浙法による法人に改組するt没述が起った。

設立発起人51名、その代表者 を図可松兵衛氏とし、

昭和31年 1 月 1 8 日 設立迎:rr: ; 1 ~ を作成。 同慈を求めた処

802名のIdj荘があったので:II(3和31年 2月8日午后 1時

より八日市公民館大広間に於て 6118名の出席のもとに

盛大に削立総会がl::lllliされた。 ・ 

引続き 、通所大rせ宛設立，認．ii「191,Mii'tを提出し、昭和

31年 3月l5日付を以て認可 とな リ、 1、1月30日付設立登

氾完了。同）］31日付滋賀県知事宛登氾完了届を1：し出。

昭和3 1年 4)•] 2日成立式を2作行、ここに八 El,tr商工会

議所の設立を見るに全った。

2. 20年の歩み（主要事業及び行事年表）

昭和31年度●商工会議所の・）よ礎確立と会議9,fr＇lりy夜の・itlえ
・ 八`「l市の観光と廂某”パンフ レッI・r-1J行

昭和32年度• 役 l l,：R)l の改選
●I¥.I」ii-i観光協会の設立
• 大阪チエンス I· アーの進出 1;｝i 」 1 ••
●延命llJドライプウェイ，I女定

昭和33年度●I¥. E9,1江II如 IjJ↓)の設立
●従来Jiiu職令制度の削立
●失北・保険JJ>務hll介のfjlj,J虻
●名物大/1,i¥7 Jl¥JX7.5Jlll波作とiItIL;

昭和34年度● 訥悦協会支部の，設立
● 釦四l • l 1切 :iii';"(·/え ,·1：伝

● 菊花大会と,\,'』,； •F 会 1;ilfl ii

昭和35年度• 役 ll ,＇設 ） l の改逝
● 小 /.JI. I応J (_f;経’i :（改 ：1rt ;’';•Iえ ’ I t北．の指i井強化の

ため経’;:,·改好・1,;•Iえ ll の ，段 itt

●第10[111えぴす然共fl1i
昭和36年度・ 1¥.tliIj紐物工；を⑬設立

●八日市工業全結成

●延命山植I}I

●l”ji"（神社干El梵火大会II,'，it
昭和37年度●商工吋人学級のI:il設

●会ll{lばな所の巡lul簡易ぶ祈実施
●延命山観光逍蹄竣工式

●太郎坊ドラ イプウエ イ竣工式

昭和38年度●役li,`成1iの改逍
●/＼ u,li追：1｛91地のぶ致
●観光開発協議会

●近鉄ili位1地とゴ．式
昭和39年度●労U姉，llt1:tt1訊全の，没立

●八日 ,ti広域祐i・先，，令断の＇）翡施
●商T．会館一郎改造
● 1¥. El 1fijitl(1J地I:；JI(91式

昭和40年度•中小企北労柘改汽船団の指；と
●媒光地図作成配布

● 江 '}l •I 音頭 ：1,:•Jえ指;!J

昭和41年度●役li泌Iiの改選
● I9、r1,IjJ力輝 ；殷⑬ ，役立

● ィ；I！IIf69i’;iJiiitlHLtl1イト，i'.l'，T▲
昭和42年度• 八 II di商 I：会館姓，，’よil'.fiil

●本町廂1占1Jfアーケードの完成式
●内外紅品味 くらペ

●盆おど り大会

昭和43年度• 八日市商工会館起工式
●ぴわこ然盆おどり 大会

●千日花火大全

昭和44年度● 役ll議llの改選
●八Elili商工会館竣ユこ式
・誘致工場の竣工式

• iJ: 11-1秤頭兌 tt之地碑打合全
昭和45年度● 八和lil'.J勁JfcR,lll立

●議ll研修会の＇）翡施
●第一1111!¥'!1心まつり 1;;jflli
• ht11反店対策のための叫'fi:研究

昭和46年度● 会議所fil)立15周年i記念式典
●不況対策企来診断実施

●江努ji'1蹄平・JUl完成1足進陳佑＇
昭和47年度・ 役ll議liの改j注

●商工名ぼ発刊，記念式典

●商1,1iilfiltIHI発問題
昭和48年度●大咽1,1ifi伝ltl題について池ぼ研究

●中部地城商幻以典構想策定

• Jll必市）L}I: ： J凶 について，祝I査研究

●八日 1li19i中小企先阪典沢金の融沢斡旋
• <,J I市の尖施

●小企某経・n・改・沼沢金の胎沢斡旋
昭和49年度●中部地区IIl光市場繁1iil推進

●八日市大通り商店街(i辰）設立

●八EIlIiショッピングセンターR設立
●第一• lill lHJ,Ii ，氾念然の尖施

●商工会館エレペーターの建設

昭和50年度● 没ll,：Rllの改j注

●大規佼小・＇［店舗 に1系る小売先の事某活動の
戯整

• 共 l,；1 1}濯i建設に係る似即J i某 l:11 診断尖施

3. 現勢（組織）

現在、商工会議所の在見は多数の総慈に基いて公正

な邸見を決定し、商工槃の搬典と市民社会全般の輻祉

のために貢i献しています。 それは、その不偏性、民主

性 、 公益•I生がJ立も公正にして、布力な慈見として、同

家政策、 地方行政の」：に強く反映、実現している か ら

であリます。

部会
•:.1 ー エ ·哀部会
h1ニコ：某tiれた
ぶ三エ店部全

ff, .,'lt II罪 ー商某部会
り了二．商棠tl；会
り1三商史部会
.,'J!II巡伯交通蔀会

観光サーヒ•7， 郎会
狸 114.tl；会
庶北部全

委 n 会
巡 •n· ．委 ll 会
企先経•;:;· ．委 l[ 会

汎；衣政策委1［会
践光委 Jl会
201.’・1年，氾念
1籾 1)委ll会

江勢iむ蹄；；
促進特別袋ll：：：
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［―-ー業経営は登録から…... | 
＊特定商工業者の制度＊

＊特定商工業者とは

商工全議所は従来から会nによる組織休であります
が、商工会議所法が改正されて以来、新たに特定商工

業,riの制度が設けられ 、一定規敗以上の廂エ北如よ特

定商工業名として会議所の巡悩に参加し ていただくこ

とにな っております。

1.該当汽 格

ィ． 15万円以上のft本金または払込済出衣をもつ法

人。

ロ．年111124,000円以上の--1・;菜税を納める法人または

佃人。

2.法定負担金

法令により各特定商工北者は年'h([500円のれ担金を

納入しなければなりませんが、これは法定台帳の作

成 、管理、巡11]の経代に充当するもので、通廂大臣

の腐l'.tを受けてい ます。

＊特定商工業者の義務と法定台帳

特定商工梨者はiHIt金を納める義務があるとともに、

会議所から法定台りJとの作成または訂正に1¥¥1して衣科の

提出を求められたときは 、正当な理由のないl:i↓リこれ

を拒むことができません。 また 、商工会議所は法令に

よって これを登録した浙工業者法定台帳を行理 し、事

北の適正円沿な尖施に沢するよ う義務を．．，煤せられてお

り、この法定台1iJとによって地区内における商工兄．の現

状を正確につかみ、商工北の総合（Iり改苦発達を図り 、

商取引の紹介斡旋などを行なって1ぢ北の発展に沢して
ぉI)ます。

法定台帳・法定文祖金の運営概構

裏 □三□忍応晶ば
IL商エ会議王

(9neaェ2r.K31叫 9
“E 2 f; Ilのil；よ9
屯如11つnl7..；m) Ii " l!J 9 

ノ/It‘‘‘ “'999”"'臼ヲり＇秤忍 ミミ⇒む'HIさが1介
R 
蝉®⑭~®

R 
R ― ` [；；；：n? ｀ 詈‘;m：嵩認 RR芝/
⑥c◎◎◎  ① ⑪ 

1 すすんで活用みんなの会議所 I 

＊ご入会の手続き＊

今日の商工会議所法は戦前と)'/,なり 、民主的な商工

会議所法（昭和28年法律 第143号） によリ述称さ れて

おりますので、ご入会は手軽にできます。所定の"'込

内に必要・,J団項をi'廷き入れてお届け くださ い。

＊会員の資格

八日 市商工会議所の地区内において引き続き 6ヶ月

以上祢業しておられる商工業者は、法人、佃人を1Ulわ

ずどなたでも1JJ)入できます。

巨 ...B己⇒巨二刃
＊会宍等級表

会 11 の全 1 ，/等級は沢本金柏、払込i和 l.l'ltMi または •J ~

北税などを勘本 して話 しあったうえ決定します。
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八日市商工会in所会安等級表
ランク り’・碩全1t (11 1(i l ランク りt(I :： 1? （I I t[l i 
I ;.~ 3tlO,tJOOl'J(25,000l'il l l " 2-l, fMKIJI JI 2.0011Jtl) 
2 2-1IJ,IJ~) (2U.0<)0 ） 12 18.u叩 r1.51)0 } 
:1 180,()0() （15,000 I 13 12.o<KI I l.lkliJ ) 

•I 120,CJO<) (10,000) 14 lti.h!I() 9 91)() ） 

5 96.9kH) （H.ooo ) 15 9,61M) ( til)U I 

6 72.I)()0 （6,（l00 ) 16 8.41,0 （ 7,,0) 

7 ti0,000 (5,000 1 17 ;,2<Ml ( ti!MI) 

t ~R.CklO (,l,OC)0 ） 18 9i.＂川 I s,,i I ， 36,0<JO (3,t)()(l ) 
＂ 

4.NOO ( 41,0) 

IU ：切．0(J() (2.5910) 20 3,6"） (3,＂ ） 

八日市商工会議所は商工会議所法にもとづき、

商工某の似典を目的 として設立された会il組織の

地城総合経済l;l194こで、会liの令望や、心:llをも と

に、商工業、特に 小小企北の改｛｛•や地域の 11i-lliJ 発

に役立つ建議、淡咆 を ·11i• 県・国に行ない 、また 各

種の諮間にも 答えて、 Il：全悩祉の妍進 と地成の緊

栄に i(ii伏してお ＇） ます。



-2げゆ＜企業は経営の合理化から --」・l
●経営改苦への近道 …•…•• 中小企業相談所

中小企北411,1炎所は経‘;:(改沖のための無料相談機関で

す。

一経営商店 fl： 人｀販；＇じ、商品［東列、 ‘h: 9云 • ••…
工場 fi.材II：,｝入、販路llfHli、：恥研i:I;,LI・．．．．．．．

金胎 沢金不足と紐紅Jh̀i、/l;IJJ虹繹、国民金晶公

/,)1、1, tlll 9呆，：1EI/,~ 全｀年の利｝ 91 方法・・・・・・

労 動 1tit. r,if llJ対策、糾訊と人間関係・・・・・・

経理 限叩ll紐．，記板のしかた、決n:予続、経・，:年分
析・・・・・・

税 務 III ?;•の 予続 き、前i税…• ・ ・

商取引 J rぇり 1 .it 1 , i ) Il ，祝J在、あ っ せん． ！！｛｛ 会・ 9• …

技 術 工 棠、1ffi如建i.1,Ii訓i改造、 iじ気！！！！叫・・・・・

特許・商栢 特，i‘1・.、商椋の登H.エ 哭所イi1/li・・・・・・

共済制度 小）北梃•J環共和l, IJ J文、 中 小企北叫記砂IJJ父
等・・・・・・

一経済，！h1fi努の変動に対処するため、業 界、学界のHii
威名．を、溝師 として迎 え、好評を 1がし ています……。

（例）祈入社）ii/I；や1会、博、氾，，限坐、 17埋者のための，；怜

料会、これからの商店経’i:(・、女・バ説）lのみだし

なみ。

交通 ’ l ~故対策七ミナー •̀ ．が 。

経営指導員 とは………

国が定めた沢格をも ってお ＇）ます。

如深にJ!nし親切に、適確に、迅辿に相談いたし

ます。 どうぞお気條にご411談くださし、。＠で外

部にもれる心I~しがあり ま せん。

中小企文；相談I所には 3人の経’::i・指;_t;(Jiがお ＇）ま

す。

ーよあなたの企業の羅針盤 I 

ー配：；• クHItによ って企北の随全な尖態を把樹し、介J哨

的な改泊をはかるため。

一悦務、祀りJt指杖t)（を常沿し て小規良li．来者のため、 I’l主幽 J拉の1足進を主Ill↓においた，記帳により ．決辞．Ill1';・

までの一l'［した指；＃。

＝ こんな悩みはあり ませんか ？＝

.．0 •J•C り」：げの (IIl ぴはあるが儲けが少ない

0どう すれば従；{ijiの例〈窃欲を翡めるこ とが出米るか

0恨械，よfI;iiの胤 ：如災新をはかりたい

Oft令不足について金曲の近が知 l)たい

0 ,~ ク｝に紐J; fit)） を つけた ＼ヽ

お気軽においで下さい。

専門指導員 とは. . .…•••

弁，i伽I; 、公，認全 ， i l • :I7 、税Fl! 」：｀ 11,PI！士 、技術士

が、税法、税務、商法｀店舗改・技、特，i'r、商椋、

意IIそなどにつしヽてがl"J/1()に無料でごfl1談に応じ

ます。

＊産業のインフォメーション

. J~滋、和英文タイプ、，iI • n: I< 、輝氾 ．）JI l籾機 、 商
業炎謡．序の技能検定。

・視寮会、 ，溝iii（会、 ，滞料会、 兄本市

・市場，ii'¥j1t「flの派逍

・工場II]地のあ っせん

.，惰I,IfiJiibi典の方途

＊企業に役立つ情報・究科

・商工 会議所1ワ槃の12．紐、 It金の尖態、経済Jr/JIりの

調五企北PRのあっせん、廂槃のPR対策。
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ー 活発な活動をめざして…・・ | 

●部 会 ●委員会

八日市商工会議所は、北昇の健全なる発展を図るた 当而するIB1叫点を把趾し、T．疫＇li項を邸l究研究．して、

め会以が裳んでいる某種ことに部会をもうけてご加入 その目的 を迩成するために議n総会の議決を得て 、設
を頂いており、 fl1全l｛は部会に所屈して慈見を述ぺ、 けられているが、諸般の経済、社会の変造によってお

表決に加わるこ とができます。 また部全において 2刃・ こる諾問題については同じく適立特別委ii全を設けて

議且を選任することができます。 その処理にあたる。

正副部会長 I 正副委員長

第一工業部会 逮営委員会
疇• ● * -• * • ~ ·~ • • → -.................. 

〔部会長〕 今宿多三郎 術太憐iIIInit辿｝り 〔委員長〕笹井太一 近江印舗

〔副部会長〕 谷利三郎 谷利紅品 〔副委員長〕長野 m術 溢t'i廂丸(t1)代表取締役

第二工業部会.............・・・・・
産菜政策委n会
．．．．．．．．．．．．．＇．．．ー・・・・

〔部会長〕 紅谷藤一郎 滋t'i小松（tれ取締役副社長 〔委員長〕勝山 進一 関西姐力1mi¥Hi1i貨業所所k

（副部会品〕 谷口 博 東洋ラジエター（伶 〔副委口長〕村田 志郎 (h1キクヤ床局

第三工業部会
八日市製作所

·· ····· ····· · ···•· 
企業経営委只会

囀＊.ー・・・•---------• -
（部会長）前川 恕 Iiり川木材（困代表取締役 （委口長〕木村四ー (11)木村鉄工所

（副部会長〕村防龍雄 付[)jエ北（ゆ代表取締役 （副委口長〕喜多 俊介 大昭fl]紙工3/!j碑訊日市工楊工地仕

第一商業部会.................. 観光委員会・・・・・ • ・・・・・・・・・
〔部会長〕北岸幸太郎 H11丸幸自転車商会取締役 （委只長〕北岸幸太郎 (f11九→t.；自転平商全取締役

〔副部会長〕 山田睛一郎 Rかじ i（師商店代表社Li 〔副委員長〕深尾寅之助 深I.¢商店

第二商業部会 金融審査委員会..................... ．．．．．．．．．．．ー・ー・・・・
（部会長）古川睛一 古川汎Ilfi店 〔委員長〕渡辺福之助 八日市小咆述送(1n

（副部会長）長野 m衛 滋1'itt某（困代表収締役 〔副委口長〕村田 志郎 (filキクヤ薬局

第三商業部会
·~ー・・・・ー ・ ・・・雫• -• 場•---

20周年記念特別委且会・・・・・.........................

（部会長〕今宿三郎 そとや 〔委口長〕前川 恕 前Ill木材（内代表取締役

〔副部会長〕野田 点夫 ーニ三：：；t 〔副委口長〕長野町釘 溢r咽ば（困
運粕交通部長
.. . ..＊・・・・ ヽ•疇 ．．． ． ．，

江勢追路促進特別委口会................................. 

〔部会長）広瀬喜文 近江パス（t釦八日市1釈裳所所艮 〔委員長〕堀井寅蔵 協楽典業(t付

〔副部会長〕石戸 光彦 滋質交通（t，釦八 El r!;•·n梨所所-!.~ 〔副委n長）北岸幸太郎 (f)1丸幸自転車商全
観光サー ピス部会
-..... -...ー・・・・・・・..--.. 
〔部会長〕外村 伊八 Y{.楽・勺戸

（副部会長〕宮田 芳雄 r|1日本観光(/:ll代表取締役

理財部会

〔部会長〕古沢繁行 滋t'i相互銀行j¥,日市支店L乏

〔副部会長〕沢田 正造 滋買銀行i¥FJ,t,支店Lと

庶業部会

〔部会丑〕 回渕治二 (1:1)花治商店

〔副部会丑〕平井永治郎 日茜f‘rliW(m代表取締役
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解 説

当市商業は歴史的に、湖束中部地城の中心的商業中心地として栄えて

きたが最近はこの前提に安住が許されない閑境の変化が著しく当市中部

商皮の停滞の声も1li1かれるようである。この点に関して47年から49年の
2年間におけるマクロ的にみた小売商業の中心性指針の検討でたしかに

0.3％の低下があり、それだけ購買吸引性の哀退を立証するデーターが

応みられた。しかし当市商業をめぐる閑境立地の諸条件の動向からは、

当市商業自体の哀退要因とみられる条件悪化を慈味する変化は、特にと

り上げていえるものは、ほとんど認められない。

例えば、人口世帝の動向をみても、最近 5ヶ年中には、その両者とも

13%余り増えている実t,'Iである。もちろん社会培によるところが大きい
し、仕夜lilJ人口比でも、中部地域各都市中唯一の丑lii1人口受入れ都市と
なっている。

また産業構造についても隣接競合都市である近江八幡市に比して僅か

ながら窃い産業構造を示し、当市の工業年間出荷額およぴ商業年間販売

領においても、近江八幡市のそれを押えて中部地域内で、第 1位に位沼

している。これは国道8号線とともに、名神八日市インターチェンジも

もつ広城流通拠点の有利性によるもので、工業その他の大事業所の進

出が相次いでい`るところによりもたらされているものと考えられる。近

鉄釆降客も八日市駅で年間約300万人、他の中lill五駅の分を1111符して年間
に、445万人が近江鉄近によって当市中心に流動している。インタ ーチェ

ンジでの自動車の出入台数をみても70万台にのぽっている。 一方パスに

よる人口の流動も八日市を中心にして放射線状に五方面を述接し、活発

な人口流動がみられるし、市内釆用車等自家用車の保有状況からその大

祉な利用が見込まれるという実梢であり 、総じて当市商業にとってマイ

ナス要因となる事実は認められない。

むしろ内的要因としての行政ニュータウンの建設や駅前再開発、中野

流通センター計画、これらと述動する城内逍路網の計画など都市基盤の

整備の具体化が進みつつあるなど当市商業近代化の必然性を促進する要

因が累梢的に始動 していることに注目せねばならない。

八日市商業は現在このような内外の巧税進展の中で地元商業革新の方

向をどのように具体的に推進すべきかの輝かしいが、難しい課題に直面

している段階にある。

昨年6月2日。八日市市の行政

ニュータウンの完成式直後のこと。

地元の商店街述盟役且ら三十数人

が土下座して、前市長で知事の武

村さんを拝むように訴えていた。

この異様な光尿に居あわせた市民は、ぴっ く りしたものだ、土下座陳情一~手ス

ーパー、西友ストアが同ニュータウンに進出するにあたってその規模を縮小させて

ほしいという”お顧いu だった。それは、まさに大安本の苓細な中小商業者の対決

を浮彫りに した惜梨でもあった。

その後一ー西友ス トア八日市店は12月23日に開店。オープンセールには、 3万人

ほどが押し寄せ｀染客力の強さ、をまざまざと見せつけた。ところで、西友ストア

の進出には、かなりの曲折があった。商店街辿盟の拡大移転反対……。市長、会頭、

商巡会長三者の確約杏、同意杏の交換..… •。西友ストアの建物は延ぺ 13,200平方{;

以内。売場面栢も7920平方に以内というのが調印内容。だが、沼エ問近になって、

経済梢勢の変化などを理由に商店街述盟からクレー・ム。 「規模を縮小しなければ商

店街は衰亡の一途をたどるばかり」というのである。結局、西友側が売場面積を 3

分の 1近く滅らし、 (4917平方に）閉店時間も午後 6時半と妥協してスター トした。

一方、地元商店街は一~。八日市ショッピングセンター協同組合（森稔理事長）

を設立、西友とのドッキング形式で共存の道をさぐろうという。国の中小小売商業

振典法の窃度化沢金を借入れ、総工業費約5他円で、鉄骨2階建て (3階屋上）

売場面栢2247qt方にの専門店街をつくり、道路で西友と結ぴ一体化をはかろうと も

くろむ。現在の加入者は20店舗。 46年9月に、平和堂が駅前に進出 して以来、 5年

目にして迎えた大型スーバーの攻勢に、地元商店街の栢いっばいの‘抵抗U といえ

なくもない。そ して、この西友の進出は、 一方の大手スーバー、平和堂にもクサピ

を打ち込んだ格好となった。 ‘‘2つの核、、店舗を中心に、商勢圏が2分されたので

ある。

八日市市商店街。本町、駅前、大通、中央、南町、栄町、 仲之町、 it水町と八商

店街から成る。 360店舗。平和堂に次ぐ西友の進出で、店舗の改装、駐車場の整

共存への道

商店街とスーパー

昭和51年 2月24日毎日新聞より

ー
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備... . .と •It しい。 42年に、いち早くアーケー ドを設けた本町商店街（松吉勝司会長、

66店舗）は、道路のカラー舗装、アーケードの装飾の改笹を計画、メーン商店街と

してのイメージアップに余念がない。さらに中央、南町商店街との一体化、平和堂

を核にして、駅前商店街と共に楽 しい買物センクーと してのムードづくりを目指し

てい る。

本町商店街のフレッシュグループ、経営開発研究会の臼井普勝会長(47)は 「西友．

開店による打繋は当初、予想していたより少なかったが、半年、 1年後にジワジワ

とこたえてくると思う」と楽観視をいましめる。ある果物店主も 「価格競争で

は、大手スーバーにたち打ちできない。客の愛梢を得られるよう コッコツと努力す

るだけ」。つまり、サービスの徹底こそ商店街の生きる道だと｀｀告白、、する。

八日市大通商店街（笹井太一会長）。 60店舗。ここも 1昨年、振典組合を組壁

し、街頭放送設備をしたり、商店街会館をつくったり。会貝相互の研修、親睦はむ

ろん、休憩所、公衆便所の設詔も計画するなど慈欲的。笹井会長(69)はいう。 「う

ちの商店街は卸、小売を兼ねている店が多いので、西友の進出で落ち込むより、む

しろ売上げが伸ぴた。車の一方通行規制で、お客さんも安心して買物が出来ると喜

ばれている。会且がお互いに危機意識を持って助け合いでやっていこうと、世、う」。

成行きが注目されている八日市ショ ッピングセンター。これについては、森稔理

Jj ~長 ( 52) が次のように 言 う。 「ili社会に対応するため、既存の商店街とは迩ったシ

ョッピングセンターが必要だ。スーバーとド ッキング方式でやっている先進地を見

ても、却って協同組合の方が、個性があって業紐は良いようだ。 ‘八日市市瘍、の

拡大のために、前向きに取り組みたい」。決慈がなかなか固い。そのドッキング相

手の西友の杉政征治店長は「ショッビングセンターと合同企画を盛込み、 2つのカ

で、お互いに補完しあって共存共栄をはかりたぃ」と期待を寄せる。とはいっても、 ．

西友側は、早くも売場而梢360平方｛；の増床申ii'iを商調協に持ち込む姿勢を見ている。 ，

八11ilik逸店WUi(IU)

ilili!所

定
え

私 の診断
八日市商工会議所、阿部秀ニ ・専務理事 商店街は

最も楽しくショ ッビングのできる街であり、それには

計画的に統一された買物街でなければならない。ち密

な計画に基づいて、特色のある型を打ち出すことが槃

栄する商店街であろう。八日市市は大型店の進出で、

その影押が次第に顕著になりつつあるが、各商店の歴

史も異なり、経営者の性格もそれぞれ述うまた、売

場而栢も取扱商品も異なる。現実の問題として、幾多

の規制があるにしても、商店街発展のために、 一企業

体として巡営されるのと全く同じ機能を持つことが理

悲像である。



工業

概況

八日市市は、滋質県の東南部愛知川．日野川の二大河川に囲まれた湖束平野の中心地に位し、古
〈よりこの地城の商工業の中心として発達してきた。適地は、市城の東部に位附し用地はほとんど

平坦であり造成工事も容易である。
長谷野エ楊適地については、すでに造成を完了し分浪が可能である。適地からの交ii!iは、名神八日
市インター、国逍307号線．主要地方道近江八幡貝弁線の利用により良好である。

1 適地 の 区域

誓三戸□言冒丁：番・し名神,,UililC1 "' までの距離
| if/ ik 

I km 

3 

4
 .
5
 ゚

造成が必要

同上

同上

先行磁成団地

2 適地産業

当該地区は、愛知川左岸に発達した地僻で有力な地下水の供給源となっているため工業用水とし
て1rll.水可能であるが、排水諄用水路がないため多砒の排水の出る工場は立地できない。
適当な業柚としては、縫製．一般機械．粕密機械．給送用機械の紐立．プラスチックの成形．弱地
気l関係の業種が望ましい。

3 労働状況

通勤可能l固の地元屈用期待可能見込（昭和51年3月予定者）

労慟力の内訳 男 女 計

(1) 新規学卒者（中卒） 4 0 8 0 1 2 0 
(2) I司 上（麻卒） 4 0 0 5 0 0 9 0 0 
(3) 専門学校等 1 0 0 1 0 0 2 0 0 

(4) 中麻年・タ令者 8 0 1 0 0 1 8 0 
(5) パート イム 1 0 0 1 0 0 

＾ ロ

計 6 2 0 8 8 0 1, 5 0 0 

4 地形・地質 ．

愛知）11．日野川に囲まれた湖東平野にあり西北部には琵琶湖がある。地質は秩父古生府．第三紀
府に屈する推栢岩．花閾岩．おl！緑岩．斑石の火成岩類と変成岩よりなる。地耐力は、おおむね70祐
程度とみられている。

5 工 業 用 水

① 地下水
八日市市は、愛知川左岸に発達した地楷で鈴鹿山系の西側斜面を流域とする愛知川．蛇砂Illと
ともに有力な地下水の供給源となっている 。 取水可能批2 . 000~1 地下地点間の適正距離は 100m 程
度 水質良好（ほとんど鉄分がない）水温16-18℃である。近江八幡n弁線に沿う一帝の地附は表
土15-30mで、下府は礫府も透水性が翡＜従って地下水は極めて盟直である既存井戸．簡易水逍、
地探調究などの衣料から、自由而地下水位は地表から5.5m-7.5mである。このため被圧地下水
を得ている例は少ないが、深度60-90mに達すれば幣水府が存在する。
②上水道工業用水追
全市城上水道が布設されており301;{.,程度で利用できる。
既設楊水機の取水状況からみて群井干渉も小さく、地下の沈下のおそれはない。
工業用水j立については、中部工業用水近の計画はあるが、実施年度は昭和56年ぐらいに遅れる。

6 防送施設

名神翡述道路八日市インターチェンジより大阪．名古屋へ90分程度であり、国近307号線を利用す
れば彦根．国追 1号線（水口）へ30分である。
市内は、主要地方追近江八幡貝弁線が東西に通過しており国道8号線までは15分である。
鉄逍は｀私鉄近江鉄道により束海近本線米原駅．近江八幡駅．1邸It線・tt生川駅に辿絡している。

7 還 カ

八日市変地所は6万Kl'Aであ り。6km程度のところであれば企業側に負担をかけないで1共糸合できる。
，，じガ盈要は特に問題はない。

-3 6 -

企業 同和のあり方

今日 、同和問題が国民的課題とされ、大きな社

会問題となっている折柄、企業もこれを避けて通

ることはゆるされない。むしろ、企業活動のうえ

で同和問題を利t極的に位沼づけて考えなければな

らない。それには、「人間雌重」の精神に基づき、

経営者は経営者の立場から、従業貝は従業貝の立

楊から同和問題を正しくとらまえるとともに、一

部の者の問題としてではなく社内全体の問題とし

て、また、同和問題を特別視するのでな〈、他の

いろいろな問題を民主的に解決する方法の中で位

甜づけ、これらの真の理解と進歩が企業の発展と

結ぴつくとの確信から出発することである。

同和対策審議会答申は、「同和地区住民にたい

しては、職業選択の自由、すなわち就職の機会均

等が保1邸されていないことが重大である。」 と述ペ

ている。

昨今の厳 しい経済梢勢下にあって、同和地区住

民の就職問題を考えるとき、これを受け入れる企

業の考え方や態勢が、正しい理念と新しい感‘iとを

もったものでなければならない。

● いかなる場合であっても、本人の人権・人格

を昨巫し、決してこれを侵さない。

● 採用選考にあたっては、あくまでも「公平な

選考」を実施する。（応珠者の能カ・適性が、求

める職種とどう合致するかの一点によって選考

し、本人になんの責任もないことがら一一例え

ば居住地 ・ 家庭状況•生い立ちなどは、 一切選

考の対象と しないこと。）

● 従業貝の労務管理については、企業そのもの

ば常に経済の変動に左右されるとはいうものの、

従来のように臨時、パート等安易な採用と解胞

の〈りかえしはさけ、安定した職業による採用

を心がける。

● 明るい職場づくりで近代的な労務管理を目指

し、誰れもが楽しく喜んで慟ける職場の実現に

つとめ、いやしくも、部落差別による転・離職

などぜったいないようにする。

（過去における差別事象のほとんどが、事象の

処理をうやむやにしたり、逃避的な心理が働き

正しく指甜できなかった。そのためにも。）

● 経営者や管理的・指均的立場にある人が、同

和問題について正し〈指森できるようにこの問

題について理解し、認識を深める研修につとめ

なければならない。

こうしたことについて、行政の指禅を受けると

ともに、企業が社会的責任として、栢極的に取り

組むようにしていきたい。

―-37-
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まず会且数のiIti/i的な附加が考えられる。従米

会貝は、市内商工業者の約40％に過ぎなかったが、

その後述幣慈識の向上と相互的な改苦 • 発述の努

カの結呆、全貝数は若しく増加し市内全商工業者

のほぼ90％が加入するに至 り、全国布数の組織率

となり、 誇るにたるものとなる。

つぎに八日市商工会，液所の総子符がほとんど全

11の会1t収入によってまかなわれている。 これも、

会uの相互扶助の籾神と自立慈識の昂楊が会HIiIl
に行なわれ、八日市商工会議所もその本来あるペ

き姿にまで到泣したということができる。

・最後に八日市商工会議所の機能の革命的な附強

をあげねばなるまい。

いちはやくコンピューターが導入され、会iじの

あらゆるデータが、 コンビューターに把趾され、

企.:!(i!！（1全、税務、金磁などに必要なすぺての杏類

は、ポタン一つで眼時にそろうのである。

データの変貌は、刻々プログラムに打ち込まれ、

今日只今の姿が、 llll髪を入れずに提示 される沢で

ある。

組織率90%、あるいは総予詐の会'11収入による

編成といったiii／述の全国にも類をみない俊秀さも、

全ての機能の対（命的な強化のたまものであ り、 会

ii坪嘩のお改で市内全商工業者の90％のデータを

コンビューターに記焙せ しめることができ たので

あり、総予符のほとんどが会＇伐収入によってまか

なわれること によって、機能の革命(lりな弛化が可

能になったのである。

20周年記念特別委il会副委ll・艮

長野重衛

辿＜蜀徳太子の昔より、市楊町とし て輝か しい

伝統を誇る八日市にも時代の波は激 しく、 容赦な

く打ち寄せた。

ヒカリ駐、平和幽、西友ストアー と矢つぎ早に

都会的センスあふれる批販店が出現し、地元商店

街 は、防衛に四苦八苦といった現状です。

しか し、いたずらにスーパーに競争を挑むこと

より、まず商店街自身の体質改善が急務だろう。

地城的な再開発、商店 ・商品の専1"］化、駐車場

の妍設、さらには今後の低成長時代における消＇伐

者志向の上に立った経涵者 自身の考え方及ぴ姿勢

の改普等々、物心両而にわたる改善 ・実行の勇気

が、涸店街永久の繋栄につながるものである。

一方、行政而における振典施策も見のがすこと

のできない汀i要課題である。将来、湖束地域の中

心 として魅力ある大八日市市をめざして、人口培

加対策を早急に進めるぺきでしょう 。

各施設の充実、住宅の妍設など、 困難な財政の

中においても、商工業販典施策としての行政への

働きかけをより活発になすぺきである。

①

②

③

④

⑤

 

八日市のないないづく し

人口が少ない

財政基猥が安定しない

顧客を誘致する観光沢源が少ない

地場産槃が少なく 、特産物が少ない

交通網が行き屈いていない

力を合わせて 1日も早 く、八日市をあるあるづ

〈しに したいものです。

20周年記念特別委貝会委且

大 洞

‘―,-

八日市商工業の今昔
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八 8市滴工業の今昔

I 古代の八日市

八日市とその周辺をあるいて、古代
金柱宮跡

の追跡を探すために、まず、延命寺

山に登って湖束平野を見たい。このあたりは愛知

川の洪水によってできた洪栢府に人が住み、文化

が育った。瓜生津 ・鯰江 ・上岸本 ・三津屋 ・浜野

などの地名も 、古くには琵琶湖の入江がこのあた

りまで入っていたこ とを愁像させる。

さて、上代の造跡を延命寺山古坑から瓦屋寺古

狐布施の溜、 lili生野、太郎坊山麗の金柱宮跡、

市辺皇子硲などと見て歩〈と、 古代の八日市の周

辺の文化が浮んでくる。すこし遠〈離れた地域に

は安土町と能登川町にまたがる大中の湖南逍跡、

安土町の瓢荊山古附、蒲生町の石塔寺三瓜石塔、

日野町の鬼室集斯袋などがあり渡来人の文化追跡

がたくさんある。

これらの逍跡から八日市とその周辺の古代を述

想し、狩猟生活がI~耕生活に発展し、さらに商品

流通がさかんに行なわれて市場が栄えるようにな

ってくる過程を考えると、金柱宮跡にまつわる狛

の長者の伝説が、八日市でもっとも古い商工業に

関する話として浮んでくる。 『批塵秘抄』に「近江

におか しき歌枕老蘇轟、蒲生野布施の溜、安吉橋

や伊香具野、余呉の湖の浦に新羅が建てた りし持

仏幽の金の柱」とあり、その金柱宮跡にはりつば

な石碑が建っている。明治になって、神仏分離の

旋風が吹いたとき、阿賀神社に合祀したが、その

宮跡からたくさん古銭が発堀された。

金柱は金の延べ棒だと考えたり 、祭具でないか

という民俗学的解釈もあるが、狛の長者の持仏だ

ったと伝える瓜生津慈II艮寺の金銅聖観音像（近江

最古の仏像で韮要文化財）などもあって、このあ

たり一帯が渡米人によって経済や文化が開発され

たと考えられる証拠でもある。

金柱宮之址

八日市の市場が、いつごろ、
聖徳太子の開市

どのように してできたかにつ

いて諸説がある。もっとも一般的に知られている

のは「八日市市神之本記」に記されている型徳太

子開市説である。型徳太子が大阪に四天王寺を建

てたとき 、瓦屋寺で瓦を焼いた。瓦の土を掘った

跡が日吉の瑠である。その時、瓦を焼〈職人を百

戸あまり筏川のほとりに住まわせ、市場を開いた

のが八日市のはじま りという。この市神の本記は

疫長15年(1610)に杏いたというから、開市説の信

頼度はうすい。市神神社はいまも町の中央にあり、

市楊の神である事代主命をおまつりしている。

r和沢三才図会』 にも 「推古天皇九年に樅徳太子

市を始む」とあり、八日市の開市と樅徳太子が結

ぴつくのは理由のあることで、八日市付近には石

塔寺 ・石馬寺 ・観音正寺など型徳太子を1.}胆基とす

る寺が多い。
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延暦寺の外護

型徳太子像

渡来人の開市
菅野和太郎著 r近江商人の研

究』によれば、八日市の市楊の

起源を渡米人によると論じている。 r日本杏紀』

に天智天兒4年(665)の春に、百済の百姓が 400余

人も神崎郡にやってきたと杏いてある。また、 天
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日本肉紀

智天皇8年(669)に鬼室集斯ら700余人が蒲生郡に

きたと誌している。これらの記事によって、八日

市周辺に渡来人が住み、経済を盛んにしたものと

考えられる。 『市大明神社記J に 「大脇市一称八

日市……天智天皇御代四乙丑……大脇市創立」と

いう史料もあり、有力者で隣郡にいた愛知秦氏も

渡来人の代表者であった。

これらによって、渡米人開市説の真実性も高い。

•このほか、八日市に市楊が栄え

た原因を追求すると、天智天皇

が、額田王や大海人皇子と蒲生野へきて、万葉兆

に相llfl歌をのこされたことなどから朝廷のふかい

外護があったと考えられ、また、このあたりは延

暦寺の荘園だったから、その外護で八日市の市楊

が栄えたとも考えられる。太郎坊山の麓に天台宗

の成願寺があったり、 ii'i水町に薬師寺があり、い

ずれも薬師如来を本雌とし、 緑日 が8日なので、

八日市の名ができた原因と見る説もあながち笑話

でないように感じられる。 r源平盛衰記』 にはじ

めて「小II位の八日市」とでてくることや、近江源

氏佐々木氏が市楊の発展に力を尽くしていること

などから、 室町時代に至っ て文献的な意味で八日

市の基礎ができたと思われる。

蒲生野

元明天皇の和銅年間に近江で銅銭を鋳造した証

拠があり、 r延喜式』をみると、近江から稲・ 絹 ．

燈油・替維・里葛・白米・枯・胡麻子 ・曝皮（牛

馬） ・大豆 ・紙 ・塩年魚・郁子 ・氷魚・鮒・マス・

薬草・香木などを産したとある。近江からこれら

の品をもって平安京の市場に店を出していたらし

い。近江からもちこんだ商品を売 りつくすと、 京

から海産物を志質山越えで近江へ迎んだという。

塩は伊勢や敦賀からも近江へ入った。その証拠

に塩iil！街道がある。そして、八日市への道は束海

迫・中仙道のほかに、八風街道・御代参街近など

商人追が発達し、湖上交通を盛んにもした。

八日市は近江にとって、 一つの中心地であった。

だから中世になると、得珍保内に商業活動がさか

んとなり、やがて、近江商人の発生となり、 全国

的に活耀するに至るのである。

II 

得珍保内

中世の八日市

平安時代に、延暦寺の荘園だったこ

の地方は、中野の今堀・今崎・中野・

小今、市辺の蛇溝 ・破塚・ 三津屋、玉緒の芝原 ・

南芝原 ・ 下二俣 ．尻無・ 下大森 ・ 上大森、•それに

金足が比放山東塔院の所領であっ た。 〈わしいこ

とはよくわからないが、延暦寺の得珍なるものが

開拓したので、得珍保内とよぴ、保内郷と もいっ

た。その中心に今堀の日吉神社がある。同社に現

存するおぴただしい中世文内が、滋f'［大学経済学

今堀日吉神社

部の史料館にあるが、こんど『今堀日吉神社文杏』

にまとめられ出版された。・n重な中世商業史の史
料である。

保内郷ははとんどiili生郡で、水利が悪く、愛知

川の流れがつねに氾濫をおこし、荒れていたが渡

来人がきて、耕l墾や土木工事をし、/~産物の盟か

な地域となった。その産物を全国に売りさばくた

め、商業に典味を示し市場をさかんにした。保内

商人とよぷ。今堀日吉神社文古のなかに、 「山門

本院束谷領 近江国得珍保御服商人等役事」と い
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け
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べ

〗• 
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今堀日吉神社文杏 、

うのがあり、横関商人と保内商人が争いをし、保

内商人が勝った。

また、保内には伯楽座があり牛を売買したよう

である。

保内伯楽座人事

申旨得2其釦候

十二月十八日

就其干疋到米候 こ・ •=·
叫 にi

義 丈
i‘"J
 

花押

布施甚左衛l"l殿
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これらの史科によって、八日市周辺で涸業が盛

んになったことを証明するものである。

八日市では他地方の商人が商売するとき、市場

税をとりたてた。

睛取八日市庭沙汰用途事

合l迪11文者

右且所訥取如件

応安七年六月 二 日

二領 花押

これは直接税の史料である。緊田氏文杏による

と、束大寺へも冥加銭を納めていた。これは瓦屋

寺が束大寺の末寺だっ たからであろう。

ところで得珍とは何者であろうか。伝承の城を

脱しないのでよくわからないが、尻無の妙応寺が

得珍の開基の寺として、 4社年法要を1itんでいる。

窃井）IIを作ったともいう。翡井川は愛知）11から水

を引き、池田・今田居・大森・尻無・下二俣・柴

原・今堀・蛇溝・市辺の諸地域を流れるitli漑用水

である。

近江源氏と市場
近江源氏佐々木氏は、中世の

近江を 400年も守護として支

配した栄族だが、そのはじめ佐々木氏が、太郎坊

山麓の小脇館に住んでいた関係で、佐々木定綱が

市場を奨励し保渡したと考えられる。小脇館跡は

今里からまっすぐ北へ行〈と山苑にわずかに石垣

をのこす逍跡がある。

. ・-. 
:. :,. ―`ぷ＃゚みは．ー • 9~。- ． ．． : =.:... ・. '.. -.-,"t:~_-• J 
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佐々木氏の小脆館跡

建久元年(1190)には源頻朝が上洛の帰りに小脇

の館に宿泊した。嘉禎4年(1238)にも源頼朝が京

都から鎌介へ帰るとき、佐々木定綱の子の信綱が、

御所を新造して迎えた記録も残っていて、その名

残りとして、小字名に大門が現存する。

このころ中仙道は愛知川から、八日市へでて小

脇の宿を通り武佐にでるコースを使ったという。

それから南北朝の戦乱がすむと、佐々木氏が中仙

道を監祝する必要から観音寺山に移ったため、小

脇館や駅舎がおとろえた。 『実暁記J という古杏

によると、建武2年(1335)7月の記 事 に守山か

ら鋭、武佐、｝ili生野、愛知川へでた記録があり、

里程まで杏いてある。

佐々木氏は『平家物語』にでてくる宇治川の先

陣で活躍した四郎邸網らの功により、近江国の守

護をつとめたが、広網に至って京都に六角洞院の

邸をもらった。やがて、六角氏から京極氏がわか

れ、京極道牲という婆沙羅大名で名翡い人物もで

た。また、観音正寺を外護したり、永源寺を創建

したり、 長命寺の三巫塔を修理するなど、戦国の

武将として君臨したため市場の発展にも力をつ〈

したものと考えられる。

金屋の鋳物師
中世の近江商人のなかで、八日

市市の野々川、愛知川町の沓掛、

五個荘町の小幡、 蒲生町の石塔を四本商人と称

し、 主 として、 塩・相物・木ワタ・ワゲモノ・麻

の苧などを扱っていた。建部商人は池、保内商人

は呉服が主であったという。これらの商業となら

んで、金屋の鋳物師の生産がある。金屋の野々宮

神社に天福年間の銘のある釣燦陸とともに孔1j.磁御

倫旨がある。これは蔵人所牒であって、 一種の特

権を与えられたものと考えてよい。もちろんこの

文古は真偽の疑いがあるが、長命寺の『結解記』

に「八日市之鋳師本批ワニグチの事」と苫いてあ

るし、河桁御河辺神社の鐘銘に「大永二年十二月

十二 日八日市新兵衛」などとあって、金屋鋳物師

の作品がた〈さんある。

また、この当時のものと考えられる中国古銭が

延命屈敷からた〈さん出土したことからかなり金

—-44-

融方面もさかんであったと想像される。

金足鋳物師の作品

建部油座
八日市の「福原氏文古」に、つぎの

ものがある。

当国油座事

任2 先規之旨1座人外売買之依堅令2 停止I

乎聯不河2 相迩I候也

天正四年七月廿七日

朱印（天下布武）

江州建部池座中

この史料によって、八日市の建部郷に油座商人

がいたことを証するものである。池は古くから石

¥＇i水八幡宮の界売であり、同社の許可がないと販

売することができなかった。原料の荏胡麻の運送

にあたって、関所で通行税をとられない特椛をも

っ ていた。 そこで、山本・ 平坂•石塚・堺に八幡

社があり、伊野部、奥村・下野・上日吉などには

境内社として八幡宮があるのは袖座の関係である。

また、応永4年(1397)の5月26日付の硲府の下知

状に摂津と江川小秋（小脇市）にilll座があることを

記している。

また、 『信長公祀』にも天正4年(1576)に安土

築城のとき、偏長が建部池座に対し安堵状を出し

たと記録されている。

戸• ---/

合三
戸=キ年9:̀--丸上
池座商人の旧家

III 近世の八日市

安土に城を築いた信長が、城

安土城跡

安土城下の楽市
下に楽市を開いて、町の艇栄・

を計ったことは有名だが、それが八日市に翡猜慇を

与えた。前述の「市神之本記」 が貶長15年(1610)

に杏かれて、市神神社が栄え行商から座商が発述

したようである。中世の商業は、荘園領主から保

渡をうけた一定の商人によって独占的に営業され

たが、 信長時代から秀吉時代にかけて、むかしの

特椛を否定し、新しい市で自由な商売をした。

近世の八日市の市場で注目したいことは、延宝

6年(1678)に、御代参街道の宿駅 となり、 問屋が

でき、荷物や宿舎 を益理したことである。問屋に

は帳菊をそなえ、 皇族、公郷、 大名などの宿場の

印濫をうけ各荷物をつぎの駅に送った。
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立政11年(1799)に彦根湘国産取立の趣旨により

小幡に市場を許し、八日市と衝突せずに行なうた

めこちらは毎月五と十の日の月 6回の市を開き、

冥加三l'l匁納入せよとしている。八日市は二日と

八日の6回であった。 「八日市共有文杏」の脱応

2年(1866)のものをみると、市場翡上納金が「四

tl百六十四文」とある。

八日市桝
たが、

八日市付近の桝は約20種ぐらいあっ

佐々木桝と武佐桝力沫訊附で、

8合2勺を 1升とした。この付近のものをしらペ

ると次のようであった。

八合升定

小升（古升）

庄チI・

柴原升

武佐升

永徳4年(1384)正月

永正7年(1510)10月

弘治3年(1557)11月

永徳元年(1381)12月

以上今堀日吉神社文困

明応8年(1449) 4月

大徳寺文甚

八日市桝

八日市桝がいつできたかよくわからないが、そ

の古桝が八日市の福原氏に所蔵され、享保 15年

(1730) 7月に心学者の沢村琴所が「八日市桝之記」

を古いている。

これによると、織田信長が一つのチl• を渡して近

江の江南の諸郡でこの升を椋池にしたいらしかっ

た。

桝は方四寸四分、深さ二寸四分という。だから

約8.17合である。だいたい武佐桝と同じであった。

なぜ8合桝で1升にしたかというと、佐々木氏が

80万石を 100万石と公称したかったからである。

しかし、実際は年貢を とるとき大きい桝で1升と

し、支払いのときは小さな桝で1升と数えたので

ある。

近世の近江商人が行商にでかける

とき、かならず、諸国絵図と矢立

を持って行った。そして、天秤棒に荷をかついで

全国に飛んだ。 その矢立は真鋳銅で作られ、 1if 

にはさむ軸と、墨壺に箪入れがついていて、いま

八日市矢立

の万年策である。

八日市通用切手

ヽ

ッ―
八日市矢立

八日市矢立と称されたものは、墨汁のかわかな

いのと、墨壺と箪入れとの境の蛾付が巧妙で、米

一俵を吊りさげても分離しないのが特色である。

八日市矢立の製造家は浜野の小森弥兵衛という

人で、商標に令を刻んでいた。維新ごろは 1挺 1

分ぐらいで、ご〈上等のものでも二分三朱だった

という。

瑞札は引換えの金額と引換

場所が杏いてある小切手で滞

内だけでな〈、他滞でも流通し、補助貨幣として

さかんに使われた。彦根藩にもあったが、最上藩

のは茶切手と称された。引換場所は梢水町の米屋

五兵衛で、銀匁分の 3種類があった。

ところで、典味ふかいのは八日市通用切手のこ

とである。八日市市場に限って、 4種類の小切手

がある。八日市は井伊領・ 三淵領・奥山領にわか

れていたので、小切手にも、奥山領の福原氏、 三

淵領の出目氏、井伊領の平井氏が検印している。

八日市通用切手には4文、 8文、 16文、 24文があ

り、八日市市場でのみ価値をもっていた。
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近世の八日市商人
井伊藩では宝暦6年(1756)

に株仲間をみとめ、商業の

発展を考えている。文政12年(1829)の肥料商組合

名菊が八日市と敦質、小浜にも残っているので、

泊水町の山田氏文杏のなかから八日市組の氏名を

あげておこう。

浜野

金屋

辻村

辻村

中野

中野

中野

米屋善JJ力

干錆屋太右衛門

米屋五兵衛

木綿屋徳兵衛

松前屋善八

干節屋助治郎

和田韮蔵

中野

中野

今在家

古保志塚

古保志塚

古保志塚

和田又右衛門

村田武右衛門

納屋新五郎

広瀬新五郎

西村九郎兵衛

米屋勘兵衛

これらの株仲間の記録をみると 、当時の活耀ぷ

りがよくわかる。
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山田氏文杏
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明治前期の市場

近代の八日市

市神神社のむかいにある問屋

は、 三納屋高野弥兵衛といっ

た。また、本町通りに飛脚屋があり、近くに宿屋

茶屋もあった。草娃、駄菓子を売る店があり、女

郎屋もあった。御代参街道と八風街道の交通屈も

かなりなものだった。殿応年間の小浜肥料問屋の

名筋中の米屋中沢善助は明治15年(1882)の全国長

者番付にでている金持ちで、明治維新にあたって

井伊湘に金を貸している。井伊大老の腹臣長野主

膳は中沢善助に金策を頻んでいる。井伊家へ貸し

た金は 9万両といわれ、その他の大名に貸した金

は40万両という。

ところで、明治5年(1872)の大火で、浜野をは

じめ、市場から八日市のほとんどを焼いた。市神

神社にのこる史料によると、八日市が5割、浜野

が7割を焼失したという。やがて町が復典するが、

それまで市楊は金尻通りで行なわれ、市日は 2と

8の日だけであった。
--46-
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はっきり した年代は、よくわか

らないが、明治18年(1885)から

1;;J20年(1887)ぐらいの間に、市場の魚艇辿中が、

大相撲の初）進をした。これに対し、金松の商人は

佃々に花を出したが、八日市は糾合でまとめて花

を出した。がその金額が少なかった。そこで、魚

恥馴lが11't慨して八 H市の市楊に店を出さぬこと

を決成した。ち ょうど、熊木治右衛l"Jが新道を1}f.l

いたときだったので、魚｝五連中に場所を提供した。

そこ で、八日市と金困が市均の本家争いを始めた。

金足は明治5年(1872)3月1513に「lli<J市場稚ll届;ii:」

を出 していた。明治14年(1881)に滋賀県は市場に

八日市場争い
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明治19年の市場の梨況

ついての条令を出したので、無届の八日市の市場

に ,~惰i命令がでた。 あわてた八日市では福原維泣

•西川平兵衛 ・ 村井善六らが11)！！領：，りを出すことに

なった。そこで、県令中井弘が市場開設を許可 し

た。しかし、県条令により「隣接地二同種類ノ市

場ニッハ認可セズ」とある項目により反対がおこ

り、八日市と金品の市場争いは明治22年(1889)に

合併して八 El市町が発足するまで続いた。

町の発展を考えるとき、

水と道と人 との三つ

の力が根本的な問題となる。八日市にとって、水

の不足が大き〈発展を阻止してきたようだ。明治

中期になると、御代参街逍 ・八風街逍のほかに、

八日市逍 ・八日市停車場逍 ・八日市腎察署道 ・八

日市御ltl線・旭八日市線・八日市百済寺近などが

改修された。明治29年(189G)には近江鉄道が八 13

市と彦根間にできた。

明治中期の交通と商業

'"". ・;:今'f .．、・・̀.. ,, 
ュ-二ニ王‘ょ込-‘卒 上‘

古き時代の八日市駅

明治 5年(1872)2月 1日から八日市郵便取扱所

ができ 、福原維彰が取扱人となった。明治18年(1

885)には八日市駅伝取締所も兼ねて荷車や、軽述

車馬車などの鑑札を出した。明治19年(1886)には

八日市郵便局となり 、明治26年(1893)には八日市

厘II（梃iじ，1舌1月となった。

そして、八幡銀行八日市支店や近江商業銀行に

つづいて、明治38年(1905)に近江銀行が本町通リ

にできた。

これら、交通 ・通1,J.金融槻関の発達で、市場

がたいへん発達した。

明治29年 (1896)に薬煙草

専売法が実施されて、政府

の1湿業となった。そこで、明治38年(1905)にはj

日市J．り売支局ができた。八 日市の煙卒は 「八 日市

煙卒」とか、 「中野煙草」といわれ有名である。

八日市煙草取締所
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八日市煙1,'(

明治12年(1879)の「i弦賀県物産誌」によると、八

日市町（狛煙草 1020n、耕地 2町4反）御閑

村（菜煙1/i 15001'［、耕地 8町 l反）建部村（業

煙難 414買、耕地 1町） の統計がでている。

専売法は耕作者を監視し、 築煙草の収穫前と乾媒

後とに検査し、専売局に納める と、 局では煙祁製

造業者に渡した。八日市煙草取締所が管理した耕

作地は 300余町歩であっ た。明治37年(1904)にな

って、製造煙卒専売法ができて、取締所は大阪専

売支局八日市菜煙卒収納所と 、八日市分工楊とに

わかれた。そ して、大正10年(1921)には名古屋地

方専売局彦根出張所八日市煙卒取扱所となった。

明治42年(1909)には、l浜野の
岡崎彦次郎が技術を担当し、

森藤助の沢本で、繊維工場ができた。この工場は

発展 して、明治44年(1911)には金屋に近代的な岡

崎製織楊ができた。そ して、後に、滋質織物合査

会社、岡綺撚糸工楊、神崎製織合衣会社、八日市

織布合名会社などもでき、滋質織布株式会社に発

展するのである。

明治後期の工場

明治末期に八日市実業聯

合会が組織されて、商工業

の発達が計画されたが、大正時代に至ると、八日

市飛行場ができて、急速に発展した。大正11年(1

922) 3月に発行された奥井桁弘著『八日市と飛行

場』によって、概略を知ることができる。八 日市

飛行場を設立したのは民間飛行家の萩田祁三郎・

熊木九兵衛 ・横畑耕夫 ・フランク・チャンピオン

大正時代の八日市

-―

9-
八日市飛行楊

らで、沖野が原に15万坪の土地を買って、蒻風飛

行学校の設立に努力したが、大正4年(1915)に萩

田常三郎が突然の事故にあっ て死亡したため、滋

賀県飛行会を結成し、八日市飛行場の設立に尽力

し、 やっ と飛行第三大隊が実現した。

大正時代の市場

飛行場ができると、町に軍人があふれ、商工業

がいちだんと発達し、娯楽施設も、大正座の前身

である泊楽館やいろは館（現束本町）ができ、万才

館（現昭和映画段1l場）も できた。

また、大正10年(1921)には、新地にお茶屋が48

戸もあった。

大正大震災に続いて、煤村が

往乏となり、八日市でも銀行が

つぎつぎとつぷれた。八日市の商工業も苦難の時

代を迎えた。昭和 3年(1928)ごろの工場には、岡

崎製織工場（女幣地）、八日市織布会社（紬穎幣地）、

丸越機業部（女幣地）、桶屋製茶再製工場（製茶）、

近江酒造会社（醜酒）、野村手套製造所(IP:手）、松

下靴下工楊（靴下）などがあった。

現代の八日市

r近江神崎郡志私i』によると、東京・大阪 ・京都

• 朝 if!.tなどで活躍した八日市出身の商人 もかなり

-48- --49-



あった。

昭和9年(1934)に筏川の裂盗工事が完成して金

屋大通りに商店ができ、天理教湖束大教会もでき

た。戦時中は統制経済により配給制度が実施され

たいへん商工業が低調であった。そして、昭和20

年(1945)8月15日終戦を迎えた。

戦後はしばらく荒廃が続き、商業も不振だった

が、やがて各方面にわたって復典し、邸度経済成

長の年を迎えるに至った。 監徳中学校・八日市北

・南・西の各小学校が新築され、中央公民館がで

き、延命公園が改修された。逍蹄がよ〈なり、ス

ーパーが進出し、 ごg））iもいくつかできた。本町通

りや金屋大通りの商店街も賑わい、夜市や歩行者

天国の日もでき、行政ニュータウンに槌音のひぴ

〈日が続いている。

八日市市は新しく発展するため、さまざまな問

題をかかえながら、自転車都市などのアイデアの

ある都市計画を進め商工業の而でも躍進を期して

いる。

-50-



八日市商工会議所議員・監事

員義＿＿―-ロ常

大洞厳

まつば理容

代表者

喜多俊介

聡大昭相紙工製造八日市工場

取締役工場長

＇ 北川條

八日市パルプ工業株式会社

専務取締役

北岸幸太郎

有限会社丸幸自転車商会

取締役

北岸正次

し‘ た ゃ

代表者

小嶋外夫

小嶋肥料株式会社

代表取締役
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笹井太 一

近

代

4じ）II一 雄・
株式会社滋賀銀行八日市束支店

支

江

表

店

者

長

印 舗

長 野 重 術

滋 賀産 業 株式会社

代 表 取締役

堀井 寅 蔵

協楽典業株式会社

専 務取締役

9 r 

則 J 11 恕

前川木材株式会社

代 表 取締役

ー，
 ••A 

n 
伊
暑
岱

、,9
9
9
.＇ 

ー

1

前 田正武

大林ハウシング（株八8市工楊

取締役工場長

松吉勝司

株式会社アラカツ

代 表 取締役

村田志郎

有限会社キクヤ薬局

代 表 取締役

村田八郎

湖

理

東信

事

用

長
金 庫

吉 田房治

吉寅木材工業株式会社

代 表 取締役

久保謹吾

伊藤銀証券梱八日市支店

支

そ

代

ゃ

代

店

表

な

長

"i‘ 
と

良三宿今

者

臼井善勝

者

ぎ

監 事

議 昌ハ

や

や

山田晴一郎

合名会社かじ藤商店

代 表社員

大西文蔵

大

代
文

表

縫

者

製

奥

株式会社奥鉄石油燃料店

源

代 表取締役
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小川信太郎

小川正文堂

代表者

勝山進 一

関西電力腑八日市営業所

営業 所 長

加増昭蔵

山治うば車店

代表者

木村豊 一

楠林勘二郎

楠林時計店

代表者

小沢国太郎

小沢電器商会

代表者

小西進
近江屋 寝 具店

代 表 者

鈴村半三郎

神愛

代表者

田中藤三郎

社

株式会社木村鉄工所 ！ ＼戸 1 ワタナベ電機株式会社

代表取締役 l‘“• 代 表取締役
辻伝造

有限会社ホテルミ ッチー

代 表 取締役

辻川敬一

有限会社辻川一六堂

代表取締役

富田芳雄

中日本観光株式会社

代表取締役

中沢新三郎

中沢製作所

代 表 者

中村秀敏

株式会社招福楼

専 務取締役

西沢喜兵衛

西喜重工株式会社

代 表取締役

西沢高弘

吉 勝

代表者

西田芳夫

西田印刷所

代 表 者

野田貞夫

堂

代 表 者

畑喜内

株式会社国華商会

代 表取締役

森 喜 造

近江バス株式会社

専務取締役
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議員任期一覧表

G
-
1
 

深尾寅之助

深尾商店

代表者

ニ 橋貞雄

太藉コンクリート工業株式会社

取締役

・

~

三原貞治郎

代

村田梅吉

村田石油株式会社

取締役社 長

“ 

前 田春吉

有限会社前日クリーニング商会

代表取締役

回渕治二

有限会社花治商店

代表取締役

原屋呉服店

表者

村防龍雄

村防工 業株式会社

代表取締役

＼ 氏名
1 2 3 4 5 6 7 8 

3l. 2. 8 :J2. 10. I 35.10. I 38. 10. I ヽII.10. I 44. 10. I 47. 10. I 50.10. I 摘 要
I l i I I I I I 
32. 9. 30 :J5. 9.30 :!8. 9. 30 、II.9.30 4,1. 9.30 47. 9.30 so. 9. :io 

図司松兵衛

今宿泰蔵

-""1 · ·•·.................. I 小梶三右衛l"J ...•... .. -...．......... .. 
会頭'"" M 

森井 i: i9,J .9I9' . 副会頭www'

村田和平 ........ .. ．． ...... ．． .. 監 ・・：li

池田 峯次郎f......-．．．．．．一．．．．．．
馬務 ＝ ＝＝ 

内片陸郎・"..＾•.• ·. .-. .·•.. I I -

常l戊員・.. -.^^ ．^―". 平田 謀之助．．．．．．—． ．． ．．．-．．． ．． ． I 
,ii; a 

小島弘太郎

井村平三郎 ・・◆●●●".............

斉 i／器香苗

山田平治 -

重森文 二

福原捨次郎

山田平治郎 I 
久保半左ヱl"J I 
松本政次郎

タト ・オ寸 伊 J¥ 

式i'.5-f 多良 三 .. ●●..ー......-...........．．......．．..-...．......... .. -...... 一.. ．． .. ．...．． .. ． 

籐 川勝太郎

奥野策吉

久 ！fl 英 二

村田 信一郎 .. ••,.........-...... ...•. ..-...... .. -..．． •. 

Jii/ 川 捨蔵 ．． ..．． .. ．．.. ．．-．．.．．． .. ．．．..．．..．．．．．．-．．.. ．． 

多 I•I:! 岱蔵

岩恨宇一郎

梅辻 貞一郎

i:':j 村 幸 一

辻 川 敬 一 ...... -.. ・・.. -..--....--.. -..-•.. -... ]...... 
北 岸幸太郎 ．． .. ．．一． ．• •．．一． ．． ．．． .. ・・ .. -.. --.. -.. ・・・・ .. I ...................．．．'!'.. ··•. -...... -.....................書．．'!'.,...........．-．．．．．.'!'.." .. ' 
梅原 I;jt 三

幅井八右ヱl"J

田中外次郎

向 政 •I紐11 ...................．．．I 
山 Iii 隣之助

··-··.-·•．• 9^‘しH|―r .. ::r.．-̂1 :・. .. -曲• JJ1ll 栄次郎 ...... -.. ・・・ 

尾羽 陥

迎',..l/,,1§. 二- 郎・' 

仙 波玄 ー・ 1 .. ・・.. -........... .. r•"••....... .-......-...... I 
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＼ 氏 名
1 2 3 4 5 6 7 8 
3 1. 2. 8 32. 10. 1 箕；． 10.1 :18. IO. I 41. 10. I 44. 10. I 47.10. I 50.10. I 摘 要
I I I I I I I I 
:l2. 9.30 ぼ． 9.3038. 9.30 4 1. 9. 30 44. 9. 30 17. 9.30 50. 9. 30 

大橋浜司

1& Ill ii於 吉

三 り1i 忠、 蔵

寺田 外之助

Tf :.tfll ,＇ぶ次郎

村 1.1:1 梅吉

）I泰出荘太郎 ‘  ̂

硲木 rIj ifi ふ・・r.. ••,r.. ••., .. •.................. 

珠玖義造 .．．．．． ． 

福 1点：•i( 治 ............... ......-.............. ....................... 戸•••
中村太郎

西沢久治

北 岸光治

志役’末男

1iff I:l:I 存 吉 ...........．． .. 一.. ．． .. 
’ ’ 

松 'g・ II柊一郎 I ' ’ 

村 l;}i ii'i: 蔵 トー―•

小梶（揺 次

小 1i.り外 夫 ．． .. ．． . 

松 吉 II券司 ＇ 
...... . 

山田庄太郎 i '’ 

小沢．文 IJ/J

i:':i Ill 嘉 一

岡治常太郎 1 , 

辻 リIl r1i ， 

I」ヽ 山！ ． ，9• 9日991 こ・こ・ 1 , 

奥村 t;｛士男

森 稔

｝／泰 11' 幸 雄

'麻井徳蔵

畑 i:(> f ー

西沢久兵衛

奥村 I没

Ill 村令 一 ..●●..-..........．． .. 

野村 承一郎 ＇ 
I ~I i/｛ 徳太J.！| i 

岡 崎 耕平・

倉垣辿t -

西 ・ik 定 1ft □~·•L I lf ll l 苦 • IL

久保 謹 ，1,；．I .-...、

＼ 氏名
1 2 3 4 5 6 7 8 
31. 2. 8 32. 10. I 35.10. I 38.10. I 41. 10. I 4,1, 10. 1 •17. 10. I 50. W. I 舷i 要I I I I I I I l 
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敏造勝厳賂司実勝

秀正建杵

水村田治洞島村口井野尾術川渕山帷

述中沢元大小西坂臼大深今古皿吉佐

松村

巫 Ill

村 1-ll

Ii il I-1 1 

喜多

、晶・・ 1_tl 

I I I LI I 

二 原

西沢

辻

伯

iJII.tti 

奥

西 II」

.J:i 1 1 

大西

西沢

阻f- III 

鈴 村

4ヽ ・il<

小 l虹

4ヽ Ill
勝 11」

1 | I il{ 

広瀬

勝太郎

寅之助

i! | i 

II,'；. 

治

／ガ治

源治郎

篤之助

宗平

志郎

止武

俊介

芳碓

)！於そ郎

貞次郎

硲弘

伝造

貞椎

II{{ 1祓

源 二

芳 夫

；｛1: 内

文

叫"共,-、f:.. i.I . 

貞 夫

1こ二郎

I El太μl i 

進

｛，t •J.<UI ; 

辿

祈―:．i!|;

：名 文
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創立20周年記念特別委員会を設四してこの事業を推進することになり、記念式

典、商工名鑑の発刊及ぴ記念事業を実施することになり、会頭より次の諸氏が委

載され、協談の結果それぞれその関係部門が決定された。

委貝長

式典委員長

前 川 恕

北岸正次

編媒委貝長 笹井太 一

副委 貝長

，
 

uL
 

委

委

喜多俊介

西田芳夫

貝 村田八郎

勝山進一

前田正武

式典は、昭和51年 6月8日午前10時より八日市市中央公民館大ホールで、祝賀

は正后より八日市商工会議所会館4F大ホールにおいて、250名余の米我及ぴ招待

財務委貝長 北岸幸太郎

也を招いて盛大に挙行されることに決定した。

開会のことば

物故役職貝追悼

米賓紹介

経過報告

挨拶

記念事業発表

表彰状授与

委

長野重衛

回渕治二

田中藤三郎

西沢高弘

員大洞厳

【当日のプログラム】

式典 10 : 00~ 11 : 40 

司会

．lが務理li阿部秀二

副 会頭 渡辺福之助

射務理事阿部秀二

委貝長前 川 恕

会 頭福原憲治

副委員 長長 野璽梱

日商会頭表彰状伝達

功労者表彰

勤続者表彰

感謝状贈呈

-3 1 9 -
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来 賓 祝 辞

滋賀県知事

八日市市長

商工会議所連合会会長

県議会議長

市議会議長

県会議員

舞

‘‘永涛松竹梅I

武村正義殿

山田正次郎殿

西田善ー殿

小林隆殿

福原範彦殿

大西文蔵殿

（敬称略）

1、表彰状授与
会頭表彰

(1) 功労者

祝 元 会
士しムム、
ロ（口云 松

竹

梅

若柳治華

若柳治翠

若柳治扇

前~ 会

閉会のことば

頭

頭

前専務理事

(2) 勤続者

20年以上常談貝

専務理事

議貝15年以上

10年以上
＂ 

祝賀

副 会 頭 重 田宗平

12 : 00-14 : 00 

司会専務理事

阿部秀二

式典委貝長 北岸正次

前会頭 二橋貞治郎

前副会頭

前常議 貝

4IJ 

1

月
臣ヒ
allL 事

歓迎のことば

乾 杯

アトラクション

• 9 

月IJ 謡 員

商調協会長

商辿理事

商工名鑑作製に当たっては、編集委員が中心になり、内容を充実

させると共に、頁数もふやし発刊することになった。

記念事業としては、八日市市の史跡案内板を近江鉄道八日市駅前

及ぴ名神八日市インター前の 2ヶ所に設置すべく手続きを完了した。

尚、記念請演も開催すべく企画中である。

前総務課長

2、感謝状贈呈

幣談 貝

岡崎耕平

ニ橋貞治郎

奥村晃一郎

北村繁太郎

石戸座次郎

西田藤吉

村田信一郎

木村丈太

杉山弘太郎
A 

村田良三

(3) 

(4) 

監事

諧談貝

総務課長

金融課長

3期談貝

北岸幸太郎

阿部秀二

前田春吉

村田梅吉

久保謹吾

笹井太一

岡地宏

林清

森稔

辻与惣治II 

日商会頭表彰状伝達

前会頭 二橋貞治郎

前副会頭 奥村晃一郎

前専務理事 北村繁太郎

前常議貝 石戸慶次郎

前監事 西田藤吉

前議 貝 村田信一郎

20周年記念委員長表彰

武田康男

川西耕三

II 

前 川恕

北岸幸太郎

堀井寅蔵

笹井太一

松吉勝司

長野重衛

北岸正次

監

議
E
湯
貝

-9
-
―
 

＂ 

＂ ＂ 

＂ ＂ 
II ＂ 
II ＂ 

山田晴一郎

辻伝造

楠林勘二郎

中沢新三郎

木村豊一

回渕治二

大西文蔵

-320- -321一



生前商工会議所に尽された御功紹を忍び謹しみて

御冥福をお祈り申し上げます。

八日市商工会談所

図司松兵衛

今宿泰蔵

小梶三右ェ門

村田和平

平田誰之助

小島弘太郎

井村平三郎

斉藤香苗

重森文二

福原捨治郎

久保半左衛門

喜 多良三

藤川勝太郎

梅辻貞一郎

辻川敬

福井八右ェ門

田中外次郎

大橋浜

高木市治

珠玖義造

中村太郎

北岸光治

志 賀 末男

松宮藤一郎

村防竜蔵

山田庄太郎

小沢文助

岡治常太郎

奥村冨士夫

野村承一郎

青山善平

松本卯兵衛

島林義雄

小沢安蔵

司

（敬称略）

松吉郁郎

藤田荘太郎

小梶信次

中田八十八

福永良三

小沢寅吉

以上40名
.・ -.、

h細鳩．． 
1大店;.;

I ^心，9

| 

八B市甜工会議所事務局職員
--7 -

｀ ！ 'I  
！し

『寸tーマ←戸1， パIlli9,
I i ． っー~ l 

▼事務室全景

-322- .-323-



< 編集後記 声

当商工会議所創立15周年の記念

事業として「商工名鑑」を発刊以

米、まだ日も浅〈昨日のことのよ

うに息われますが、このたぴここ

に20周年記念「P泊エ名鑑」を発刊
いたす巡ぴとなりました。

編梨にあたっては、内容の充実

ど正確さを期するよう最善の努力

をはらいましたが、森料や記述の

不備 ・誤謬など、未熱ゆえご満足

いただけなしヽのではと危惧しヽたし

ておりますが、大方江湖のご究容

をお！領いするとともに、皆様のご

批判ご叱正を得て今後の戒とし次

回の完壁を期したいと存じます。

最後に、 「商工名鑑」発刊にあ

if6エ名鑑紺』幻委li •Lと
たり多大のご協力を賜わりました

関係各位ならぴに事務局の諸君に

心 より御礼中し上げます。
笹井太 20周年祀念il知工名鑑紺兆委ii会ーI司

八日市商工名鑑

II召利］5lijこ5月20日 印刷

昭和51年 6月1日 発行

紺梨

発行者

発行所

八日市商工名鑑紺染委は会

福原滋治

八日市面工会議所

〒52 7 滋質県八日市市浜野町 3-27 
TEL (07482) 2 -0186-8 

印刷所 北村印刷所

〒52 7 濫質県八日市市本町10-16
TEL (07482) 2 -3053(｛し）

-324-
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役名

会頭

副会頭

専務理事

常議貝

八B市廂工会議所役員・議員・顧問

八日市商工会議所役員・議員・顧問

氏名 串業所名

福原磁治 （（韻l的介1ilt

渡辺幅之助 八日市小型迎送(111

重田宗平 丸八八日市魚市場(i符

八日市商工会議所

まつば理容

業種

介廊業

述送業

生鮮魚介卸

理容

阿部秀二

大洞 厳

喜多俊介

北lll 脩

（俯大昭和紙工製造八日市工楊 紙袋製造

八日市バルプ工業（f朴 バルプ

北岸幸太郎 (1i1丸幸自転車商全

北岸正次 いたや

小第外夫 小喝肥料（俯

笹井太一 近江印S11i

北川 一雄 （掛滋質銀行

長野韮衛 滋買産業（俯

堀井 ＇寅蔵 協楽典業（楢

前Ill 恕 前川木材（株）

自転車販売

科理、旅館

肥科販完

印刷、印判

金融業

室内装飾品販売

典業

木材販売

住所

浜野町 1-6

建部日吉町

浜野町3-8

今堀町431-1

本町4-2

妙法寺町

浜野町6-3

小脇町1409

本町14-4

中野町746-2

上之町5-20

本町13-11

電話

2-0037 

2-3322 

2-1570 

2-3360 

2 -1369 

2-5551 

2-2088 

2-0792 

2-0047 

2-0025 

2-0433 

2-1231 

野々宮町2-3 2-4555 

本町10-2 2-1016 

建部日吉町385 2-0830 

前田 正武 大林ハウジ ング（i岱八日市工場 住宅、プレハプ部材蛇溝町 2-6255 

松吉 勝司 （t符アラカッ

村m 志郎 ffj)キクヤ薬局

村111 八郎 湖東信用金1ili

吉田房治 吉寅木材工業（！朴

洋服、服地販売

医薬品販光

金股業

木材販売

本町13-6

本町6-16

2-0162 

2-0008 

金品 l丁目 2-3 2-2020 

小脆町2292 2 -0485 

監 事 久保 謹吾 伊藤銀証券（俯八日市支店 証券槃 清水 1丁目 9-19 2-2460 

金物、セメント販売 八El市町13-19 3-2500 山田11,'1一郎 （名）かし藤商店

議 且 今宿 三郎 そとや

臼井普勝 やなぎや

大西文蔵 大文縫製

奥 源三 (I，割奥鉄石祉1燃科lili

小川伯太郎 小川正文党

-307-

i't梨店fl小完 栄町3-30

洋傘、ショール小必 本町14-27

縫製業

石ilII製品販完

も渭販必

芝原町1104

康iflllf-l-7

本町7-3

2-0434 

2-1181 

2-0452 

2-3050 

2 - 0•1 4 1 



I 

八日市商工会議所役員・議員・顧問

役名 氏名 車業所名 業種 住所 電話

誠 且 勝山進一 関西姐力(1府八 13市菌業所 姐力供袷 東浜町 2-2111 

加附昭蔵 山治うば車店 玩具販売 本町2-8 2-0417 

木村豊一 （粉木村鉄工所 鉄骨建築業 ili-水2丁目 4-4 2-1634 

楠林阪二郎 楠林時計店 時計、俎気製品販売 栄町3-28 2-0510 

小沢国太郎 小沢姐器商会 龍気製品販売 八日市町10-12 2-0326 

小西 進 近江屈殺具店 寂具販売 本町2-8 2-0419 

鈴村半三郎 神愛社 牛乳販売 八日市町6-6 2-0039 I 
I l 

II)中藤三郎 ワタナペ砒機(m 虚気製品販売、工事 金屋3丁目 2-5 2-0662 

I 辻 伝造 (｛,1ホテルミッチー 旅館 妙法寺町883-3 2-0967 

辻川 敬一 (1針辻）1|一六益 印判、印刷 栄町3-24 2-2299 

.，;［田芳雄 中8本観光（俯 旅行斡旋 金屋 1丁目 4-7 2-1284 

中沢新三郎 中沢製作所 龍気部品加工 市辺町934 2-6473 

中村秀敏 （＋柑招福楼 料理、旅館 本町8-11 2-0003 

西沢喜兵衛 西喜韮エ（柑 自動車整備 八日市町4-20 2 -1063 

西沢窃弘 吉ll券 料理 本町12-3 2-0243 

西田芳夫 西田印刷所 印刷業 沿水 ］丁目 9-10 2-0124 

野田 貞夫 ----,品999. 菓子製造販売 栄町3-10 2-0556 

畑 忍内 （俯国華商会 自転車卸 浜野町3-10 2-0567 

広瀬喜文 近江パス（f府八日市営業所 旅客輸送 外町若松630 2-5511 

深尾寅之助 深尾商店 衣科品卸 浜野町7-17 2-0348 

ニ橋貞雄 太陽コンク リート工業（俯 生コン製造 建部下野町16 3-3211 

前田春吉 (1:,1前田クリ ーニング商会 クリーニング業 浜野町7-21 2-0787 

回渕治二 （俯花治商店 生花販売 金屋3丁目 1-4 2-1604 

三原貞次郎 三原屋呉服店 呉服販売 本町17-10 2-0175 

村田梅吉 村田石油(I岱 石池製品販売 昭和町 1-15 3-0851 

村lりj 龍雄 村防工業(I府 さ〈泉工業 上平木町1850-1 2-6611 

狐 問 山田正次郎 八日市市長 金屋 2丁目 3-0745 

北川 弥助 県議会議員 五個荘町伊野部
(074848) 
2 5 3 7 

岡崎耕平 商工会議所元会頭 野々宮町2-7 2-0089 

ニ橋貞治郎 前会頭 金屋 1丁目 3-3 3-2840 

参 与 森井 瀞 元導務理事 栄町 2-0645 

北村槃太郎 前導務理事 本町10-3 2-0475 
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